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開議 午前 ９時５９分

◎開議宣告

〇議長 北谷文夫君 おはようございます。ただいまから本日の会議を開きます。

議事日程は、お手元に配付のとおりであります。

直ちに議事に入ります。

◎日程第１ 一般質問

〇議長 北谷文夫君 日程第１、一般質問を前日に引き続き行います。

一ノ瀬弘昭議員。

〇一ノ瀬弘昭議員 （登壇） おはようございます。通告に従いまして、一般質問をさせ

ていただきたいと思いますが、私の質問の通告の部分で２点ご訂正をお願いしたいと思い

ます。まず、大きな１番目でありますけれども、前文の１１カ所と記載してあるところを

１６カ所とご訂正をお願いいたします。それから、２点目も同じく大きな１番目のところ

なのですが、（１）の質問を全文削除していただき、（２）を（１）へ、（３）を（２）

へご訂正をお願いしたいと思います。

それでは、早速質問に入らせていただきます。大きな１番目は、街区公園の維持管理に

ついてであります。市内には空知太地域から豊沼地域まで１６カ所の街区公園が設置され

ております。これらを含めた全体の公園面積が日本一としても知られているところでもご

ざいます。近年全国的に子供たちの遊び場である公園施設の老朽化に伴う事故が多発して

おります。砂川市では幸いにも重大な事故等の発生が報告されていないことに私としては

安堵しているところでございます。しかし、供用開始から４０年以上経過した公園が数多

く存在するのも事実でありまして、今後における維持管理がより必要な状況となっており

ます。それらの状況等を踏まえ、砂川市は毎年公園遊具の安全点検などを定期的に行って

いると承知しているところでございます。しかし、昔から小さな子供を初めて公園に連れ

ていった際に遊ぶとされているのが砂場であります。その衛生面の不安から、極力砂場で

の遊びをさせないような親の声も聞いているところでございます。過去的な経過といたし

ましては、野良犬や野良猫が多く発生していたことにより、これらの衛生面の問題が大き

く浮上した時期もあるとお聞きしているところでもございます。しかし、その結果として

野良犬、野良猫というのも数も少なくなってきましたが、近年野良犬というのは見かけな

いものの野良猫というのがまたこれふえてきたというふうに聞いております。これら公園

の砂場の衛生管理を見直す観点から２点お伺いしたいものであります。

まず、（１）でありますが、砂場の砂の補充や入れかえ時期はどのような頻度で行われ

ているのか、まず最初にお伺いしておきます。

続いて、（２）番は、今後計画的に砂の入れかえが行われるとした場合、その際に発生

した古い砂の再利用の考え方についてお伺いいたします。
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続いて、大きな２点目でありますが、ごみ処理事業についてであります。砂川市では平

成１４年１０月からごみ処理体制が大きく変わり、家庭系一般廃棄物と事業系一般廃棄物

に２分され、同時に細分化されたごみの分別が本格稼働いたしました。この間ごみの分別

に当たっては多種多様な意見や、また戸惑いの声も少なくありませんでした。現在砂川市

が行っているごみ処理体制に対し私は意見を申し述べる立場の質問ではなく、地球環境や

居住環境等を見据えたごみ処理事業へのさらなる発展を切望し、次のことについてお伺い

したいと思います。

まず、（１）番としては、ごみを処理するに当たり砂川市はまぜればごみ、分ければ資

源、このことをスローガンにごみの減量化、資源化、また再生利用化に向けて日夜努力さ

れていることに私は敬意を表しているところでございます。この考え方を発展させ、現在

各種ごみ、この場合廃棄物のことを指していますが、廃棄物として処理されているものを

資源として見直すことが必要な時期に差しかかっていると思いますけれども、その考え方

についてお伺いいたします。

続いて、（２）番では、今後それらの見直しがされるとした場合、市民の方々に対する

周知が必要となります。その際一般家庭向けに図やイラストなどを挿入したわかりやすく

て保存可能な印刷物を作成し、分別当初に配布したようなことをしてはどうかと考えてお

りますけれども、その考え方についてお伺いします。

続きまして、私の質問の最後、大きな３番目であります。質問は、地球環境、居住環境

についてでございます。近年地球環境の保全問題に対する国民意識が急速に高まってきて

おり、個人個人が知らず知らずの間にエコというものに取り組んでいるものであります。

室内の温度設定の見直しやごみの減量化など、それは一般家庭や企業、多種多様な形態で

行われていると思っております。こうした状況のもと、さらなるエコへの関心を多くの市

民の皆さんと共有し、居住環境を初めとした意識の向上が必要だと私は考えております。

アメニティ・タウン、快適環境都市砂川として市内全体規模でのセミナーの開催や映画上

映など、気軽に地球環境や居住環境をだれでも考えることができるような取り組みが必要

ではないでしょうか。また、今後におきまして状況が整った時点でエコタウン砂川という

ことをイメージした宣言を行うことを検討してみてはどうか伺いたいと思います。

以上お伺いし、１回目の質問とさせていただきます。

〇議長 北谷文夫君 建設部長。

〇建設部長 西野孝行君 （登壇） 大きな１の街区公園の維持管理についてのご質問に

ご答弁を申し上げます。

砂場の砂の補充や入れかえ時期等についてのご質問でございますが、本市の街区公園は

古くは昭和４２年開設をした南吉野公園を初めとして１６カ所の街区公園がございます。

これらの街区公園には、ブランコ、滑り台、鉄棒、砂場等々のほか、ベンチやトイレ、水

飲み台を設置をしておりまして、幅広い年齢層の方々の憩いの場として利用されるように



－143－

整備をしてございます。砂の点検調査については、毎年４月中旬に遊具の点検にあわせて

砂の量や不純物の混入、においなどの調査を行っており、問題のある箇所については砂の

入れかえや補充を行っているところでございます。砂の入れかえは、悪臭が発生し、衛生

面に問題が生じている場合やガラス片など危険物が混入している場合に対応をしておりま

す。

次に、砂の入れかえ時に発生した古い砂の再利用についてでありますが、使用済みの砂

の再利用は、ある程度用途が限られると思われますが、再利用するために必要な処理等を

行えばトラフや雨水枡等の基礎砂や土のうなどへ再利用は可能と考えられますので、今後

検討を行ってまいりたいと存じます。

〇議長 北谷文夫君 市民部長。

〇市民部長 井上克也君 （登壇） 大きな２と３についてご答弁申し上げます。

初めに、大きな２の（１）、各種ごみとして処理されているものを資源物として見直す

ことの考え方についてでありますが、平成１４年１０月に６分別とし、市民及び事業者の

ご協力のもとごみを効率的かつ適正に処理し、ごみの減量化、資源化及び再利用化が図ら

れ、今後においても循環型社会の構築を一層推進する必要があるものと認識しております。

分別につきましては、現在の６区分の中でリサイクル技術の進歩等により一部燃やせるご

みであっても資源ごみとしてリサイクル可能な資源ごみの活用が見込まれる場合は、廃棄

物の分別区分の見直しを行い、ごみの減量化とリサイクルの促進を図ってまいります。

次に、（２）、見直しされる場合の周知方法についての考え方についてでありますが、

これまでも家電リサイクル法による品目の追加のお知らせなどについては、広報すながわ

や衛生だよりなどで市民周知に努めているところであります。ご質問の分別の一部に区分

の変更が生じた場合には、これまでと同様に市広報等で市民周知を図るほか、現在各家庭

に配布し、ご活用いただいておりますＡ２判の周知ポスター、みんなでリサイクルについ

ても検討を加えてまいります。

続いて、大きな３の地球環境、居住環境についてのセミナー開催などの取り組みやエコ

タウン砂川をイメージした宣言の検討についてでありますが、地球環境への問題意識の高

まりにつきましては市内においても急速に広がりを見せているものと認識しており、市内

のスーパーにおきましてもレジ袋の有料化が進み、エコバック等の普及が広がっておりま

す。このような中、本市におきましても市の関連施設における二酸化炭素排出削減目標の

設定やアイドリングストップの励行、環境家計簿の作成などの取り組みを実施しておりま

すが、今後はさらに地球環境に対するエコへの意識が高まるものと考えておりますので、

北海道など関係機関からの情報提供と先進地の情報収集など、具体的に取り組める事業等

について関係団体とも検討を加えてまいりたいと考えております。

次に、環境に関する宣言の検討でありますが、環境問題につきましてはテレビや新聞な

ど多くのマスコミ等の報道により改善に向けた国民意識は高いものと考えております。市
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といたしましても、広報すながわ等に関連記事の掲載やクリーンプラザくるくるでの施設

見学会の実施など市民の方々の環境意識の高揚に努めているところであります。地球環境

問題は、深刻化する地球温暖化など二酸化炭素の排出をいかに抑制、減少させるかといっ

た全世界で取り組むべき最重要課題の一つであります。このことからも地球環境の改善に

向けては行政として、市民として、あるいは会社など団体、組織として身近にできること

から実行し、協力し、それぞれの立場で貢献することが大切であると考えており、そのた

めにも市民に適切な情報を発信し、市民意識の高揚に努めている状況であり、現時点にお

いて宣言等については検討しておりませんので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長 北谷文夫君 一ノ瀬弘昭議員。

〇一ノ瀬弘昭議員 それでは、２回目の質問に入らせていただきたいと思います。

街区公園の関係でいきますと、その砂の部分でいきますとにおいだとか不純物、または

ガラスだとかという危ない、危険ですね、そういったことに応じてやっていくのだという

ようなご答弁でありましたし、またそういった入れかえの際に発生した部分の砂について

は今後トラフの基礎砂、または土のう、砂のうというのですか、そういったものに使って

いくということなので、私これなぜあれしたのかというと、１つはもったいないなという

のがまず１つなのですけれども、やはり資源なので、ただ産廃というのですか、そういう

形で一般土砂みたいなような形で投げるのだったら、ちょっとまた違う使われ方があるの

かなということが思ったものですから、今後そういうことも検討されていくということで、

非常にうれしく思っているところであります。

それから、ごみの問題につきましては、燃やせるごみのお話もありましたし、家電リサ

イクル法の関係もございました。こういった燃やせるごみ、今は燃やしているのだけれど

も、資源として活用できるようなものがあるのであればそれを検討し、今後見直しを行っ

ていきたい旨のご答弁だったと思います。今結構ふえていますよね。例えば１つ例を言う

と、砂川市のいわゆる分別の仕方のマニュアルによれば、例えばペットボトルというのは

本体はペットボトルで資源で出すのですけれども、ふたというのは燃やせるごみですよと

いう形になっているのですけれども、今後、今後といいますか、今市役所内でもペットボ

トルのふたというのは集めていたりするし、私これ２年前ぐらいにこういうのって利用で

きないのかなと思っていろいろ調べた経過があるのですけれども、２年前の時点ではまだ

実は再利用に使えるという、使えるのではないかという方向性はあったみたいなのですけ

れども、具体的な集めている事例とかというのがちょっとなかったのです。ですから、情

勢が変わってきて、技術的なものも変わってきて、現在そういうふうに変わってきている

という部分もそういったペットボトルに限らず、ペットボトルのふたですね、ふたに限ら

ずあるもので、そういったものをリサイクルしていくことによってごみの減量化にもつな

がりますし、また結果として、いろんな手法あるのだと思うのですけれども、ごみ収集の

経費の一部に充てたりもできるかもしれませんし、ちょっとその辺は内部の話なので、私
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深くは触れませんけれども、そういったプラスの面というのも出てくるのかなというふう

に思うものですから、十分にいろいろな面で検討されていただきたいなというふうに思っ

ています。

また、家電リサイクル法の関係で先ほどお話ありました。確かに近年品目というのもど

んどんふえてきております。そういったことから、今まで当初に配っていただいたＡ２判

のポスターですか、私も今自宅に張ってあるのですけれども、それを見ているのですけれ

ども、それにはまた載っていないものというのもあったりして、やはり広報なんかで親切

丁寧にお知らせいただいているのです、実は。そういうものをそれと並べてとって、家庭

でとっておいている人って余りいないのです。やはりきれいで見やすいものをばんと置い

ておくものですから、ついついそのお知らせ来たやつを忘れてしまっていて、実際自分が

出そうとしたときに対象のものがあったわ、これは家電リサイクル法の関係ではないわと

いうふうに見ささってしまって、実は対象なのだけれども、そのポスターには載っていな

いものだからというような格好にもなっているので、できれば、私これ今すぐにとは言い

ません。今すぐにとは言いませんけれども、それら状況が整い次第、もしかしたら燃やせ

るごみとして投げられているものも資源としての見直しが図られるかもしれません。そう

いったものとあわせて、そういった家電リサイクル法の関係もあります。そういったすべ

ての状況が整った段階で、遅くない段階でこういったポスターなんかというのもまた再度

つくっていただければなと。そうすることによって、結構あるのです。本当は投げてはな

らないのに投げてみたりだとかあるのです。町内会の廃品回収なんかというときも結構困

ったりもするのですけれども、そういうこともあるので、ぜひともこれはご検討いただけ

る、前向きなご検討をいただけるというようなご答弁だったと思いますので、それを期待

したいなというふうに思っております。

私この３点目に大きく地球環境、またはこういった居住環境ということで今回質問させ

ていただいたのですけれども、実はこれに関連するような質問を昨年の６月だったでしょ

うか、太陽光発電、または風力というようなことで質問させていただいたのです。その最

後のところで地球環境をどう考えますかという質問もさせていただいております。私大げ

さな意味でこの地球環境という、こういう形でないとちょっと質問がちょっとがあれなも

のですから、地球環境という、こういう大きなテーマで取り上げさせていただいたのです

けれども、実は先ほど部長からの答弁もありましたように、大きくいけば地球環境という

ことにつながっていくのかもしれませんけれども、当然つながっていくのですが、例えば

レジ袋一つもらわないということだとか、二酸化炭素の排出量を減らすということにつな

がる室温を下げるだとか、いろんな取り組みがあるのだと思うのです。私実は昨年の６月

に質問、一般質問させていただきまして、その後、大きなことはできませんけれども、何

か自分の家でできることってないのかなということでちょっといろいろ考えまして、１つ

は夏場にはエアコン一回も使わなかったのです。室内のエアコンですけれども、これは一
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回も使いませんでした。それと、冬なのですけれども、よく言われている、灯油の高騰と

いうのもこれあったのですけれども、ちょっと室内の温度というのをちょっと見直してみ

ようかというふうにちょっと考えたのです。それで、私の家というのは築５５年の気密性

の極めて低い外気の通気が非常にいいというような、そういう家なのです、実は。そうい

う家なので、何かできないかなと思って、昔のつくりの家なので、窓というのも非常に昔

縁側というのか、わかりますよね、そういうようなところで、窓も非常に大きな窓もいっ

ぱいあったので、荷づくりこん包のときのぷちぷちというやつが売っていたもので、それ

を全面に張ってみたりだとかいろいろやってみました。それで、灯油を１年間どれぐらい

使うのかなということで、まだちょっと値下がりしていなかったのですけれども、１０月

の末ぐらいに一時期ちょっとだけ下がった時期があるのですけれども、そのときに家のホ

ームタンクを満タンに、４９０リッターですけれども、満タンに入れまして、どれぐらい

使うのだろうということで、今までの年間どれぐらい使うというのは大体わかっていまし

たので、何リッター使うなというのは記憶していましたので、ことしはどうだろうという

ことでちょっと取り組んでみたところ、８日の日に灯油入れてみたのです。最初満タンに

しているので、使った量がわかるので、入れてみたのですけれども、３８０リッターだっ

たのです。毎年今ごろだともう何回も入れているので、年間、シーズンでいいますと私の

家で７５０リッターぐらいたいていたのです、暖房用だけですけれども。たいていたので

すけれども、今回の場合でいうとあと１カ月少し多分灯油をたかなければならないのだと

思うのですけれども、３８０リッターだったのです。そういうようなことから考えると、

結構省エネができたかなという気はしているのですけれども、寒かったです、冬は、確か

に。でも、そんなに死ぬほどではなかったですし、私としては健康状態としてはよかった

のでないかなというふうに思います。家の温度は、１８度に設定、設定はできませんけれ

ども、手動でいじって１８度という形にしておりまして、１枚多く服を着るということで、

外気、外気温との差はもちろんあるのですけれども、これまでの差とは雲泥の差ぐらい縮

まったということもあって、よく気温の差が激しいと体調壊すとかとあるのですけれども、

なかなかことしに限って言えば結構いい影響が出たのかなというふうに思うのです。

私これをご紹介して何を言わんとしているかというと、やはり先ほど部長の答弁にもあ

りましたように何でもいいのです。自分のできることから始めれば、それが結果として地

球環境につながる、地球環境の保全につながるのだと思うのです。私のやってみた取り組

み、実験してみたことというのは、決して大きなことでも何でもなくて、だれでもできる

ことなのだと思うのです。そういうようなことで、自分のできることからやってみるとそ

れが結果としていい。だけれども、先ほど、この地球環境というのはなかなか取り組めな

いのです、取り組みづらいといいますか。というのは、一般的な考えです。一般的な考え

としてみたら、何私にとってみてメリットがあるのという話です、結局は。ですけれども、

例えば先ほどご紹介ありましたレジ袋というのも、レジ袋をもらわなかったらポイントつ
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けてあげますよというお店屋さんも結構あったりしますし、私の取り組みの場合でいうと

そういうことをしたことによって省エネにつながって、灯油代が安く済んだということに

私のメリットとしてはありますよね。それが結果として地球環境の保全につながったのだ

とするならば、それも取り組みの一つだなというふうに思うもので、私こういったことを

いろいろな方がやっているのだと思うのですけれども、そういった地球環境という大きな

意味でとらまえていくとなかなか受け入れられづらい。ですけれども、こういった自分に

プラスになるような、そういった取り組みなんかというのも含めた中でセミナーなんかを

行って、ではうちもやってみようかというところで意識の高揚を図っていくというのがこ

れ必要なのだと思うのです。

実は、ことし、２０年度の道の予算では明確にあったのですけれども、２１年度以降と

いうのはまだちょっと不透明なので、はっきりしたことは言えませんけれども、例えば２

０年度の場合でいうと地域政策総合補助金、これ６月の段階でも質問していますけれども、

これの中にセミナーだとかそういった講演会というのですか、そういうものだとかを行う

自治体に対しては助成というか、補助しますよというような内容になっているもので、そ

ういうものをうまく利活用して行っていくのだとすれば、これはまるっきり市の負担が１

００％だよというふうにはならないもので、そういったことをうまく利用しながら行って

いければなというふうに私ちょっと思っているもので、今回この質問の中に入れてみたの

です。結果としてその意識がどんどん高揚してきて、市民の中で、私を含めた市民なので

すけれども、その中で意識が高まって、そういうふうな取り組みが進んでいったならば、

このエコタウン砂川に近づくのではないかなというふうに思うのです。

平成５年に実は環境基本法が制定されたというのは皆さんご存じのとおりだと思うので

すけれども、国際的な例えば条約でいけばラムサールだとかワシントン条約だとかいろい

ろあるのですけれども、日本の場合でいうと環境基本法を初めとして１２５前後の法律等

々があるのです。またそれとは別にさまざまなものがあるのですけれども、そういったこ

とが今後強化されてくるというのはこれ明確なのです。確実に強化されてくるのだと思う

のです。言われてやるという趣旨のものではもうないと思うのです、僕。言われてという

よりも、強化なり、義務なりというふうになってやるというものではなくて、自主的に取

り組んでみて、砂川さんすごいねという話になってくればこれいいのでないかなというふ

うに思うので、ちょっとこれグローバルといいますか、ちょっと大きな質問なのですけれ

ども、今から取り組む、これから取り組むのも全然遅くないですし、別に１０年後だから

といって僕は遅いとは一向に思いませんけれども、できる限り早くにやっておくことがや

はりいいことなのではないかなというふうに思うもので、その辺のお考えを、環境という

問題に大きくはなるのですけれども、自分が住んでいる環境がどうなのだろう、そしてこ

れからのあり方として省エネ、またはそういったものがどうなのだろうということを含め

た中で何か砂川市としての取り組みができないのかな、市民の皆さんと一緒になって、そ
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れこそ余りお金のかかることではなく、逆にそういったものが削減できるような取り組み

だと僕は思っているのです。ですから、そういった部分で再度そのお考えについてご答弁

をいただければなというふうに思っております。

以上です。

〇議長 北谷文夫君 建設部長。

〇建設部長 西野孝行君 廃棄する砂の再利用ということにつきましては、量的な問題も

ありまして、余り大きな効果は期待できないかもしれません。ただ、今は資源のリサイク

ルですとか、おっしゃるように環境問題ということが社会的な大きな関心事になってござ

いまして、使えるものは再利用するという姿勢が必要になってくる、大事なことだという

ふうに思ってございます。私どもとしましては、余り大きく構えるのではなくて、できる

ところから取り組んでいくと、そういったようなスタンスで検討してまいりたいというふ

うに考えてございます。

〇議長 北谷文夫君 市民部長。

〇市民部長 井上克也君 資源ごみの関係で議員のほうからペットボトルのふたというお

話もありました。これらご承知のとおりペットボトルのふたについては、情報によります

と業者に売却をして、益金をワクチン寄贈団体に寄附することによって８００個でワクチ

ン１人分になるとか、あるいはもう一つの例といたしましては空き缶ということになりま

すけれども、缶のリングプルですか、これら一定量を業者に引き渡すと車いすの寄贈に向

けるとか、そういうのがございます。これらにつきましては、現在自主的な取り組みとし

てそれぞれ団体等で取り組まれているというようなことで、仮にこれらを正式に分別とい

うことになりますと、現在燃やせるごみ、燃やせないごみ等でやっているそこに入れると

なれば、当然市民の方にその部分だけを別に区分していただいて、そして排出する、出し

てもらうという協力を得て、それをまたしっかりと、排出していただいた以上はしっかり

と回収しなければならないと。そうすれば、やっぱり今のシステム、そこのやっぱり変更

もかけなければならないと、そんなこともございます。そうなれば砂川市だけの形でなく

て、衛生組合として組織している２市３町で共同して取り組めるのかと、あるいはそれぞ

れの市町で回収が市民の協力のもとに出されたものがしっかりと回収されるのかとだんだ

ん大きな問題になってきて、時間も要すると思います。そこで、今現在ではそういった自

主的な取り組みの中で再利用できるものは再利用していただこうというようなことで、そ

れらについても市の広報等でそういった取り組みも推奨するというのは広報で努めていき

たいというふうに考えておりますし、また今の分別のポスターでありますけれども、在庫

もあります。そのような在庫の活用も含めまして少々時間かかると思いますけれども、見

直す時期については見直して、配布をしていきたいというふうに考えてございます。

また、地球環境という大きな問題で、砂川市としてセミナー等の開催というお話もあり

ましたけれども、これらにつきましても北海道では平成２０年に作成いたしました２０年
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から１０年間の総合計画、そういった中で北海道としても地球環境の改善に向けてという

ことが大きく取り出されておりますし、基本構想の中でも出てきております。それからい

きますと、１回目でご答弁したとおり、市という単位でいけば市民の協力、そして市内の

事業者の協力をいただいて、できることから、身近なことからやっぱり協力をしていこう

と。そして、やっぱり大きな環境問題という大きなスタンスでいくと、やっぱり道の取り

組み、あるいはひいては国の取り組み、またその国の取り組みという面に向けましては北

海道市長会においても環境の改善ということで当然毎年要望出しておりますので、この環

境問題に関して、地球環境という意味ではやはりできるところから市民として、事業所と

して協力をいただき、大きな問題としてはやはり、私のほうから世界というのもあれです

けれども、都道府県、そして国、そして世界の中でやっぱり取り組んでいくというような

考え方でございますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長 北谷文夫君 一ノ瀬弘昭議員。

〇一ノ瀬弘昭議員 いずれのご答弁もできることからということでご答弁いただきまして、

私も全くその考えと同じです。砂の問題もできることからということでしたし、環境の関

係についてもできることからということで、私と全くこれ同じ考えだなというふうに思っ

ていますし、先日補正の中で低公害車の車１台というのもありましたけれども、そういう

ような形でどんどん市という、市の考え方も変わってくるのだろうな、これから変わって

くるのだろうなというふうに私も当然思っていますし、これはどんどん市民全体としても

変わっていくのだろうなということを期待しているので、市としての取り組みにつきまし

て、私は私で自分でできることもやりますし、市民を巻き込むような形でできることはや

っていきたいと思いますけれども、市のほうもできることから何か始めてみていただけれ

ばなというふうに思いますし、せっかく今、今ほどもご答弁いただきまして、私もちょっ

としつこいかもしれませんけれども、道のほうでも予算を出すよというようなことを言っ

ているものだから、それらを利用できるようなことを前向きに今後検討されていただくこ

とを切に願いまして、私の今回の一般質問これで終わりたいと思います。ありがとうござ

いました。

〇議長 北谷文夫君 一般質問はすべて終了いたしました。

◎日程第２ 議案第３０号 砂川市過疎地域自立促進市町村計画の変更について

議案第１６号 砂川市国営土地改良事業負担金等徴収条例を廃止す

る条例の制定について

議案第２０号 砂川市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の

制定について

議案第２１号 砂川市介護保険条例の一部を改正する条例の制定に

ついて
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議案第２３号 砂川市北地区コミュニティセンターの指定管理者の

指定について

議案第２４号 砂川市東地区コミュニティセンターの指定管理者の

指定について

議案第２５号 砂川市南地区コミュニティセンターの指定管理者の

指定について

議案第２６号 砂川市老人憩の家の指定管理者の指定について

議案第２７号 砂川市北吉野コミュニティセンターの指定管理者の

指定について

議案第２８号 砂川市公民館の指定管理者の指定について

議案第２９号 砂川市体育施設の指定管理者の指定について

議案第 ８号 平成２１年度砂川市一般会計予算

議案第 ９号 平成２１年度砂川市国民健康保険特別会計予算

議案第１０号 平成２１年度砂川市下水道事業特別会計予算

議案第１１号 平成２１年度砂川市老人医療事業特別会計予算

議案第１２号 平成２１年度砂川市介護保険特別会計予算

議案第１３号 平成２１年度砂川市後期高齢者医療特別会計予算

議案第１４号 平成２１年度砂川市病院事業会計予算

〇議長 北谷文夫君 日程第２、議案第３０号 砂川市過疎地域自立促進市町村計画の変

更について、議案第１６号 砂川市国営土地改良事業負担金等徴収条例を廃止する条例の

制定について、議案第２０号 砂川市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制定に

ついて、議案第２１号 砂川市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について、議案

第２３号 砂川市北地区コミュニティセンターの指定管理者の指定について、議案第２４

号 砂川市東地区コミュニティセンターの指定管理者の指定について、議案第２５号 砂

川市南地区コミュニティセンターの指定管理者の指定について、議案第２６号 砂川市老

人憩の家の指定管理者の指定について、議案第２７号 砂川市北吉野コミュニティセンタ

ーの指定管理者の指定について、議案第２８号 砂川市公民館の指定管理者の指定につい

て、議案第２９号 砂川市体育施設の指定管理者の指定について、議案第８号 平成２１

年度砂川市一般会計予算、議案第９号 平成２１年度砂川市国民健康保険特別会計予算、

議案第１０号 平成２１年度砂川市下水道事業特別会計予算、議案第１１号 平成２１年

度砂川市老人医療事業特別会計予算、議案第１２号 平成２１年度砂川市介護保険特別会

計予算、議案第１３号 平成２１年度砂川市後期高齢者医療特別会計予算、議案第１４号

平成２１年度砂川市病院事業会計予算の１８件を一括議題とします。

各議案に対する提案者の説明を求めます。

総務部長。
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〇総務部長 善岡雅文君 （登壇） 議案第３０号 砂川市過疎地域自立促進市町村計画

の変更についてご説明を申し上げます。

国営土地改良事業空知中央地区分につきましては、平成２０年度で事業が完了し、地元

負担金が確定しましたが、この負担金につきましては平成１７年度から過疎対策事業債を

活用した繰上償還が認められているため、平成２１年度で繰上償還の実施を予定するもの

であります。過疎対策事業債は、過疎地域自立促進市町村計画に基づいて実施する事業を

対象とするとされており、国営土地改良事業は砂川市過疎地域自立促進市町村計画に登載

されていないことから、新たに事業の追加をするため計画の変更を行うものであります。

計画の変更につきましては、過疎地域自立促進特別措置法第６条第６項の規定により事前

に北海道と協議を行った後に議会の議決が必要とされており、このたび北海道との協議が

調いましたので、計画の変更について議会に議決を求めるものであります。

裏面をお開きいただきたいと存じます。砂川市過疎地域自立促進市町村計画（案）。自

立促進施策区分で１、産業の振興、この中で事業名、（３）、経営近代化施設農業を追加

し、事業内容では国営土地改良事業（負担金）を追加、事業主体、砂川市を追加するもの

でございます。

以上、よろしくご審議をいただきますようお願いを申し上げます。

〇議長 北谷文夫君 市民部長。

〇市民部長 井上克也君 （登壇） 私から議案第２０号、２１号、２３号から２６号の

６議案についてご説明を申し上げます。

初めに、議案第２０号 砂川市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制定につい

てご説明申し上げます。改正の理由でありますが、高齢者の医療の確保に関する法律施行

令の一部が改正されたことに伴い、同施行令を引用する条文の整理を図るとともに、重度

心身障害者の定義を明確にするため、本条例の一部を改正しようとするものであります。

次ページをお開きいただきたいと存じます。砂川市福祉医療費助成条例の一部を改正す

る条例でありますが、改正の内容につきましては３ページ、新旧対照表によりご説明申し

上げます。向かいまして左が現行、右が改正後となっております。改正部分につきまして

は、アンダーラインを表示しております。

第２条は、定義の定めであり、現行第１号ア中、１級、２級又は３級（心臓、じん臓若

しくは呼吸器又はぼうこう若しくは直腸若しくは小腸若しくはヒト免疫不全ウイルスによ

る免疫の機能の障害に限る。）に該当する者を改正後は、１級、２級（別表第５号備考第

１項及び第３項により２級以上となる者を含む。）若しくは心臓、じん臓、呼吸器、ぼう

こう、直腸、小腸若しくはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障害（以下「内部障

害」という。）に係る等級について３級を持つ者又は内部障害４級を重複して持つ者に改

めるもので、身体障害者手帳の等級についてそご、食い違いが生じないように認定要件の

表現をわかりやすくするための改正であります。
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次に、現行第９号イ中、令第１５条第１項各号に定める者の区分、令第１４条第２項及

び令第１５条第２項各号に定めるものの区分を改正後は、令第１５条第１項及び第２項の

規定、令第１４条第３項及び令第１５条第３項の規定に改めるもので、高齢者の医療の確

保に関する法律施行令の改正に伴い、同施行令を引用する条文の整理を図るための改正で

あります。

附則として、この条例は、公布の日から施行するものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願いを申し上げます。

続いて、議案第２１号 砂川市介護保険条例の一部を改正する条例の制定についてご説

明申し上げます。改正の理由は、介護保険法第１２９条第３項の規定により、平成２１年

度から平成２３年度までの介護保険事業運営期間に係る新たな保険料額を定めるため、本

条例の一部を改正しようとするものであります。

次ページをお開きいただきたいと存じます。砂川市介護保険条例の一部を改正する条例

でありますが、改正の内容につきましては５ページ、附属説明資料の新旧対照表によりご

説明申し上げます。向かいまして左側が現行、右側が改正後となっております。改正部分

につきましては、アンダーラインを表示しております。

初めに、改正の概要についてご説明申し上げます。介護保険制度は、平成１２年４月に

スタートし、６５歳以上の第１号被保険者の保険料は３年ごとに見直すこととされており、

現行は第３期介護保険事業計画に基づく平成１８年度から平成２０年度までの３年間の保

険料を年額で定めております。現行の保険料は、第１号から第６号までの６段階で、第１

号から第３号は非課税世帯、第４号から第６号は課税世帯で、本人の所得状況により６段

階に区分されており、また現行附則で第４段階、第５段階、すなわち第４号、第５号につ

きましては一部激変緩和による軽減措置が図られているところであります。改正後は、平

成２１年度から平成２３年度までの３年間の保険料の年額を記載のとおり改めるもので、

条例本則では第１号から第７号までの７段階で、第１号から第３号は現行同様非課税世帯、

第４号から第７号は課税世帯で、本人の所得状況により７区分とし、後ほどご説明いたし

ますが、この７段階に加えて附則により新たに１段階、４万５，４００円の特例を設定し、

保険料を現行第１号から第６号までの６段階から改正後は第１号から第７号及び附則で定

める８段階に改めるものであります。

それでは、新旧対照表に沿ってご説明申し上げます。第４条は、保険料の定めで、現行

の平成１８年度から平成２０年度までの３年間の第１号被保険者、６５歳以上の方の年間

の保険料につきましては第１号の１万９，２００円から第２号、第３号、第４号、第５号、

そして第６号の５万７，６００円の６段階となっております。第４号、令３８条第１項第

４号に掲げる者３万８，４００円、月額にして３，２００円でありますが、この３万８，

４００円が基準となる保険料であります。第１号、第２号の１万９，２００円は基準額の

０．５倍、第３号の２万８，８００円は基準額の０．７５倍、第５号の４万８，０００円
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は基準額の１．１２、失礼いたしました、１．２５倍、第６号の５万７，６００円は基準

額の１．５倍で、倍率については令第３８条で規定されております。

これに対しまして改正後の平成２１年度から平成２３年度までの３年間の第１号被保険

者、６５歳以上の方の年間の保険料についてですが、基準となる第４号、令３９条第１項

第４号に掲げる者５万１，６００円、月額にして４，３００円であります。第４号の基準

額の比較では、現行３万８，４００円から改正後は５万１，６００円に１万３，２００円

の引き上げ、月額にしますと現行３，２００円から改正後は４，３００円に１，１００円

の引き上げとなります。改正後の第１号、第２号は基準額の０．５倍、２万５，８００円、

第３号は基準額の０．７５倍、３万８，７００円、第５号については後ほどご説明をさせ

ていただき、第６号は基準額の１．２５倍、６万４，５００円、第７号は基準額の１．５

倍、７万７，４００円となっております。

そこで、改正後の第５号でございますが、次のいずれかに該当する者５万８，３００円、

基準額との比較では１．１３倍であります。これは、平成１７年度の地方税法の改正によ

り６５歳以上の所得が１２５万円以下の方の非課税措置の廃止や老年者控除５０万円の廃

止、公的年金等控除の１４０万円から１２０万円の引き下げが平成１８年度から実施され

たことに伴い、地方税法改正前は非課税で、改正後に課税となった方は介護保険料の段階

が引き上がり、負担が増加することから、平成１８年度から平成２０年度の３年間の保険

料においては現行条例の附則で激変緩和措置を規定し、保険料の軽減を図っているところ

であります。平成２１年度から平成２３年度の３年間についても基準額の１．２５倍とな

る本人の合計所得金額が２００万円未満の市民税課税の方のうち、国では現行第５段階の

激変緩和の経過措置終了後は本来の料率１．２５倍に戻すことを原則としつつ保険者が料

率を設定できることとしており、改正後は第５段階を細分化し、合計所得金額が１２５万

円未満の方について１．１３倍の５万８，３００円に軽減を図るものであります。

また、現行各号の令第３８条を改正後は令第３９条に改めるものですが、これは保険料

の算定に関する基準が現行は令第３８条の０．５倍、０．７５倍、１．０倍、１．２５倍、

１．５倍に基づくものでありますが、改正後は１．０倍を超えて１．２５倍、１．５倍以

外に市町村が独自に定める場合、すなわち改正後の第５号の率、１．１３倍がこれに該当

することから、令第３９条の規定に基づく改正となるものであります。

続きまして、第６条は、賦課期日後において第１号被保険者の資格取得、喪失等があっ

た場合の規定で、この規定、この改正につきましても保険料の算定基準が令第３８条から

令３９条に基づくことにより改めるものであります。

６ページをお開き願います。附則第１項は、施行期日であり、この条例は、平成２１年

４月１日から施行するものであります。

第２項は、平成２１年度から平成２３年度における保険料率の特例であり、令附則第１

１条第１項及び第２項に規定する者、具体的には課税世帯で本人非課税の方で、課税年収、
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課税年金収入及び合計所得金額の合計が８０万円以下の被保険者でありますが、これに該

当する方の平成２１年度から平成２３年度までの保険料率は国の施行令の附則を準用し、

第４条の規定にかかわらず４万５，４００円とするものであり、改正後第４条第５号でご

説明いたしました経過措置を図り、基準額の０．８８倍、４万５，４００円とするもので

あります。

第３項は、経過措置であり、改正後の第４条の規定は、平成２１年度以降の年度分の保

険料について適用し、平成２０年度分までの保険料については、なお従前の例によるもの

であります。

以上、よろしくご審議を賜りますようお願いを申し上げます。

続いて、議案第２３号 砂川市北地区コミュニティセンターの指定管理者の指定につい

てご説明申し上げます。

地方自治法第２４４条の２第６項及び砂川市北地区コミュニティセンター条例第７条の

規定に基づき、指定管理者を下記のとおり指定したいので議会の議決を求めるものでござ

います。

１、管理を行わせる施設の名称及び所在地は、砂川市北地区コミュニティセンターであ

り、所在地は砂川市空知太西４条４丁目１０７番地２であります。

２、指定管理者の名称は、そらっぷセンター運営委員会であります。

３、管理を行わせる期間は、平成２１年４月１日から平成２４年３月３１日までであり

ます。

指定の理由でありますが、砂川市北地区コミュニティセンターについては、同センター

を管理運営するためのそらっぷセンター運営委員会が設立されており、当該委員会に管理

運営を行わせることが地域住民の自主活動の活発化に寄与することから、継続して当該委

員会を指定しようとするものであります。

以上、よろしくご審議を賜りますようお願いを申し上げます。

続いて、議案第２４号 砂川市東地区コミュニティセンターの指定管理者の指定につい

てご説明申し上げます。

地方自治法第２４４条の２第６項及び砂川市東地区コミュニティセンター条例第７条の

規定に基づき、指定管理者を下記のとおり指定したいので議会の議決を求めるものでござ

います。

１、管理を行わせる施設の名称及び所在地は、砂川市東地区コミュニティセンターであ

り、所在地は砂川市焼山１７３番地４であります。

２、指定管理者の名称は、砂川市東地区コミュニティセンター管理運営協議会でありま

す。

３、管理を行わせる期間は、平成２１年４月１日から平成２４年３月３１日までであり

ます。
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指定の理由でありますが、砂川市東地区コミュニティセンターについては、同センター

を管理運営するための砂川市東地区コミュニティセンター管理運営協議会が設立されてお

り、当該協議会に管理運営を行わせることが地域住民の自主活動の活発化に寄与すること

から、継続して当該協議会を指定しようとするものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願いを申し上げます。

続いて、議案第２５号 砂川市南地区コミュニティセンターの指定管理者の指定につい

てご説明申し上げます。

地方自治法第２４４条の２第６項及び砂川市南地区コミュニティセンター条例第７条の

規定に基づき、指定管理者を下記のとおり指定したいので議会の議決を求めるものでござ

います。

１、管理を行わせる施設の名称及び所在地は、砂川市南地区コミュニティセンターであ

り、所在地は砂川市東５条南１１丁目３番５号であります。

２、指定管理者の名称は、南コミュニティセンター運営委員会であります。

３、管理を行わせる期間は、平成２１年４月１日から平成２４年３月３１日までであり

ます。

指定の理由でありますが、砂川市南地区コミュニティセンターについては、同センター

を管理運営するための南コミュニティセンター運営委員会が設立されており、当該委員会

に管理運営を行わせることが地域住民の自主活動の活発化に寄与することから、継続して

当該委員会を指定しようとするものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願いを申し上げます。

続いて、議案第２６号 砂川市老人憩の家の指定管理者の指定についてご説明申し上げ

ます。

地方自治法第２４４条の２第６項及び砂川市老人憩の家条例第６条の規定に基づき、指

定管理者を下記のとおり指定したいので議会の議決を求めるものでございます。

施設は、市内５カ所の老人憩の家であります。

１の管理を行わせる施設の名称及び所在地と２の指定管理者の名称及び施設名について

ご説明申し上げます。１カ所目は、砂川市空知太老人憩の家であり、所在地は砂川市空知

太東２条４丁目１番３６号であります。指定管理者の名称は、砂川市空知太老人憩の家運

営委員会であります。

２カ所目は、砂川市石山老人憩の家であり、所在地は砂川市空知太東３条２丁目１０番

５号であります。指定管理者の名称は、砂川市石山団地町内会であります。

３カ所目は、砂川市北光老人憩の家であり、所在地は砂川市西３条北１６丁目１番１０

号であります。指定管理者の名称は、砂川市北光団地町内会であります。

４カ所目は、砂川市南吉野老人憩の家であり、所在地は砂川市吉野２条南６丁目３番９

号であります。指定管理者の名称は、砂川市南吉野町内会長連絡協議会であります。
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５カ所目は、砂川市宮川老人憩の家であり、所在地は砂川市西３条南１０丁目２番５号

であります。指定管理者の名称は、砂川市宮川老人憩の家運営委員会であります。

３の管理を行わせる期間は、平成２１年４月１日から平成２４年３月３１日までであり

ます。

指定の理由でありますが、各老人憩の家については、これまで町内会等が指定管理者と

して管理運営体制が維持されており、引き続き高齢者及び地域住民の福祉の向上が図られ

ることから、当該町内会等を指定しようとするものであります。

以上、よろしくご審議を賜りますようお願いを申し上げます。

〇議長 北谷文夫君 続いての議案の提案説明は休憩後に行います。

１０分間休憩します。

休憩 午前１１時０４分

再開 午前１１時１３分

〇議長 北谷文夫君 休憩中の会議を再開します。

休憩前に引き続いて理事者の提案説明を求めます。

経済部長。

〇経済部長 栗井久司君 （登壇） それでは、議案第１６号と議案第２７号についてご

提案、説明申し上げます。

最初に、議案第１６号 砂川市国営土地改良事業負担金等徴収条例を廃止する条例の制

定についてご説明申し上げます。廃止の理由でありますが、国営土地改良事業に係る受益

者負担金は、土地改良法に基づき砂川市が条例で定め、徴収することとなっておりました

が、北海土地改良区が徴収することとなったため、本条例を廃止しようとするものであり

ます。

次ページをお開きいただきたいと存じます。砂川市国営土地改良事業負担金等徴収条例

を廃止する条例であります。

附則として、この条例は、平成２１年４月１日から廃止しようとするものでございます。

以上、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。

続きまして、議案第２７号 砂川市北吉野コミュニティセンターの指定管理者の指定に

ついてご説明申し上げます。

地方自治法第２４４条の２第６項及び砂川市北吉野コミュニティセンター条例第６条の

規定に基づき、指定管理者を下記のとおり指定したいので議会の議決を求めるものでござ

います。

１、管理を行わせる施設の名称及び所在地は、砂川市北吉野コミュニティセンターであ

り、所在地は砂川市北吉野町２９９番地２であります。

２、指定管理者の名称は、砂川市北吉野コミュニティセンター運営委員会であります。

３、管理を行わせる期間は、平成２１年４月１日から平成２４年３月３１日までであり
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ます。

指定の理由でありますが、砂川市北吉野コミュニティセンターについては、砂川市北吉

野コミュニティセンター運営委員会に管理運営を行わせることにより、地域住民の自主活

動の活発化に寄与することから、継続して当該委員会に指定しようとするものであります。

以上、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。

〇議長 北谷文夫君 教育次長。

〇教育次長 森下敏彦君 （登壇） 私のほうから議案第２８条と議案第２９条について

ご説明申し上げます。

〔「号」と呼ぶ者あり〕

失礼しました。２８号と議案第２９号についてご説明申し上げます。初めに、議案第２

８号 砂川市公民館の指定管理者の指定についてご説明申し上げます。

地方自治法第２４４条の２第６項及び砂川市公民館条例第６条の規定に基づき、指定管

理者を下記のとおり指定したいので議会の議決を求めるものであります。

１の管理を行わせる施設の名称及び所在地は、砂川市公民館、砂川市西８条北３丁目１

番１号であります。

２の指定管理者の名称は、特定非営利活動法人ゆうであります。

３の管理を行わせる期間は、平成２１年４月１日から平成２４年３月３１日までであり

ます。

指定の理由は、現在の指定管理者である財団法人砂川市生涯学習振興協会が平成２０年

度末をもって解散することから、新たな指定管理者として地域交流センターゆうの維持管

理運営に実績がある特定非営利活動法人ゆうを指定しようとするものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

続きまして、議案第２９号 砂川市体育施設の指定管理者の指定についてご説明申し上

げます。

地方自治法第２４４条の２第６項及び砂川市体育施設条例第６条の規定に基づき、指定

管理者を下記のとおり指定したいので議会の議決を求めるものであります。

１の管理を行わせる施設の名称及び所在地は、砂川市総合体育館、砂川市日の出１条南

９丁目２番２号、砂川市海洋センター、砂川市西３条北９丁目１番１号、砂川市弓道場、

砂川市東５条南４丁目３番２３号、砂川市営野球場、砂川市日の出１条南１０丁目２番地、

砂川市営テニスコート、日の出コート、砂川市東６条南１１丁目３番１号、北光コート、

砂川市西２条北９丁目１番地、砂川市営北グラウンド、砂川市西３条北９丁目１番地、砂

川市営陸上競技場、砂川市東６条南１０丁目１番地であります。

２の指定管理者の名称は、特定非営利活動法人ゆうであります。

３の管理を行わせる期間は、平成２１年４月１日から平成２４年３月３１日までであり

ます。
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指定の理由は、現在の指定管理者である財団法人砂川市生涯学習振興協会が平成２０年

度末をもって解散することから、新たな指定管理者として地域交流センターゆうの維持管

理運営に実績がある特定非営利活動法人ゆうを指定しようとするものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 北谷文夫君 総務部長。

〇総務部長 善岡雅文君 （登壇） 議案第８号 平成２１年度砂川市一般会計予算につ

いてご説明を申し上げます。

まず、予算書の１ページをお開き願います。第１条は、歳入歳出予算でありますが、歳

入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１０３億９，０００万円と定めるものであります。

この予算は、平成２０年度当初予算と比較しますと６，０００万円の減、対前年比で０．

６％の減としたところであり、３年連続の減額予算となるものであります。

第２条は、継続費でありますが、９ページ、第２表、継続費に記載のとおり、南吉野団

地建設工事２億円、石山団地建設工事１億６，４００万円の２つの事業について平成２１

年度から平成２２年度までの２カ年の継続事業として、それぞれ総額及び年割り額を定め

るものであります。

第３条は、債務負担行為でありますが、１０ページ、第３表、債務負担行為に記載のと

おり、認定農家支援資金利子補給について期間を平成２１年度から平成４５年度まで、限

度額を２１２万３，０００円と定めるものであります。

第４条は、地方債でありますが、１１ページ、第４表、地方債に記載のとおり、地方道

路等整備事業債以下５件について限度額の合計を９億４，２７０万円と定めるものであり

ます。

第５条は、一時借入金でありますが、一時借入金の借り入れ最高額を３０億円と定める

ものであります。

初めに、平成２１年度の予算編成は、世界的な経済金融危機による景気後退などもあり、

市税収入が８，５８２万２，０００円減少する中、引き続き人件費の独自削減、公債費の

抑制などを行い財源を確保し、２０年度の追加の補正予算と合わせ公共事業費の確保を図

り、地域経済の活性化、発展、子育てと教育、福祉と健康など市民生活の安心、安全に配

慮した予算編成としたところであります。

それでは、内容について説明を申し上げますが、市政執行方針の２７ページに平成２１

年度予算大綱説明資料を添付してございますので、これに沿って説明をしてまいります。

歳出のほうからご説明いたしますので、３１ページをお開きいただきたいと存じます。予

算書についても各事業ごとの説明としておりますので、本資料につきましても同じように

表示をしたところであります。説明資料につきましては、予算書のページを記載しており

ますが、ページは省略して説明をいたします。また、各項目の頭に付してある一つ丸は継

続事業であり、二重丸は新規事業、アンダーラインを付してあるのは細節の新規事業であ
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ります。なお、括弧内の数字は、前年度予算額であります。それでは、二重丸の新規事業、

アンダーラインの細節の新規事業を中心に説明してまいりたいと存じます。

１款議会費は９，５０５万２，０００円で、昨年と比較して４８万４，０００円の増と

なります。

１目議会費の一つ丸、議会の運営に要する経費で備品購入費２９万４，０００円は、特

別委員会等の進行及び記録調製用に使用するマイク及びケーブルの更新に係る経費であり

ます。

２款総務費は２億９，１３７万円で、昨年と比較して５，１２１万９，０００円の増と

なりますが、砂川市土地開発公社経営健全化対策としての先行取得用地等買い戻し経費５，

９４８万４，０００円の増、衆議院議員選挙経費１，３３２万６，０００円の増が主な要

因であります。

新規事業や増減の主なものを申し上げますが、２目文書広報費の一つ丸、広報業務に要

する経費で備品購入費９万５，０００円は、広報取材用デジタルカメラの更新で、現在デ

ジタルカメラとフィルム式カメラ２台で対応していますが、フィルム式カメラは購入より

相当な年数が経過していることやデジタルカメラへの移行が進むことによりフィルム購入

代や現像代などの経費の抑制が図られることから、１台を更新するものであります。同じ

く、一つ丸、ホームページに要する経費でホームページシステム導入委託料１１４万５，

０００円、器具借り上げ料３万９，０００円は、今回イントラネットのサーバーが導入か

ら長期間経過していることから更新するのに伴い、ホームページ用のサーバーを外部サー

バーとし、管理経費の節減を図った上で、ホームページによる情報発信が住民にとって利

用しやすいものとなるよう職員による更新、作成の容易性を高め、それぞれの端末から情

報発信が可能となるようシステム環境の充実を図るための経費であります。

５目財産管理費の一つ丸、財産管理に要する経費で不動産鑑定委託料２９万１，０００

円は、旧北光浄水場跡地について北光公園を背景とした多目的オープンスペースとして利

用する考えから北海道財務局と適正な価格で購入協議を行うことから、その際の根拠とす

る不動産鑑定経費であります。同じく、用地買収費５，９４８万４，０００円は、予算書

の４４４ページの次に添付しております附属説明資料ナンバー１―１、次のページの１―

２に記載のとおり、すずらん団地未造成部分の用地であります西５条北１４丁目２９番２、

３，６４５平方メートルと北光地区の道道拡幅用地の団地であります東１条北１０丁目５

１２番１、２９１．９６平方メートルの２カ所について砂川市土地開発公社経営健全化対

策の一環として買い戻すものであります。同じく、一つ丸、共用車の管理に要する経費で

車両購入費２００万円は、市有車両耐用年数基準に基づき車両２台を更新する経費であり

ます。

６目企画費の一つ丸、移住定住促進に要する経費で費用弁償１８万２，０００円、印刷

製本費１３万３，０００円、建物借り上げ料２１万円は、今年度新たに他の団体において
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利用実績が多い長期滞在型の宿泊体験であるちょっと暮らし事業に取り組むほか、引き続

き移住フェアへの参加や移住定住ガイド作成を行い、効果的な事業展開を行うための経費

であります。同じく、二重丸、第６期総合計画策定に要する経費２７６万２，０００円は、

まちづくりの指針となります現在の第５期総合計画が平成２２年度で終了することから、

次期総合計画策定に向け、市民の参画のもと幅広い意見を聞き、計画作成するため審議会

の設置、アンケート、ワークショップ実施などに要する経費であります。

１０目市民生活推進費の一つ丸、消費対策に要する経費で備品購入費２２万３，０００

円は、国の平成２０年度追加補正である地方消費者行政活性化事業により、消費生活相談

窓口の機能強化充実を図るためにパソコン、プリンターを購入し、相談事業を強化する経

費であります。また、交付金につきましては、都道府県で基金造成され、市町村の作成し

た計画に基づき実施される事業に全額交付されるものであります。同じく、一つ丸、市民

生活向上推進に要する経費で啓発看板作成委託料２万７，０００円、原材料費１１万３，

０００円は、法務省の委託事業であります人権啓発活動地方委託事業を今年度受託するこ

ととなり、市内の小学校２校で花の苗を配布し、生命のとうとさを啓発する経費でありま

す。

１１目情報化推進費の一つ丸、情報化推進に要する経費でネットワーク機器購入費１，

０２８万円は、平成１４年に整備しました地域イントラネットのサーバーが導入から長期

間経過しており、今後の保守契約の継続が困難な状況となっていることから、故障時の重

大な影響などを考慮し、サーバー数を集約し、管理経費を節減した上で安定稼働を確保す

るため機器を更新する経費であります。

１２目電算管理費の一つ丸、電算管理に要する経費で国民投票サブシステム構築委託料

１９９万５，０００円は、平成１９年に公布された日本国憲法の改正手続に関する法律、

いわゆる国民投票法により投票の手続に関する規定が明示されたことから、投票人名簿の

調製を市町村で担うこととなったこと、また施行が平成２２年５月１８日であることから

新たに国民投票サブシステムを構築する経費で、かかる経費につきましては全額国費負担

となるものであります。

１４目ヘリポート費の一つ丸、ヘリポートの維持管理に要する経費で立入禁止さく改修

工事費６３万円は、平成２０年度の国土交通省実施による施設の定期検査の際、保安体制

の一部に改善措置が必要との指示を受けたことから実施する立入禁止さくの改修工事に係

る経費であります。

１目徴税費の一つ丸、市税の賦課事務に要する経費で地方税電子化協議会負担金１３万

１，０００円は、納税者の利便性向上を目的とし、平成２１年１０月からの住民税、年金

特別徴収制度の実施を進めるため、各市町村と年金保険者間のデータ経由機関である社団

法人地方税電子化協議会に対して負担する事務運営費、システム運用関係費、ＬＧＷＡＮ

文書交換システム利用に係る経費であります。
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２目衆議院議員選挙費１，３３２万６，０００円は、現在の任期が平成２１年９月１０

日までであるため、次の選挙執行に必要な経費であります。農業委員会委員選挙費１６７

万４，０００円は皆減であります。

３款民生費は１５億３，３３０万９，０００円で、昨年と比較して１億２，１４６万５，

０００円の増となりますが、生活保護費の医療扶助の増のほか自立支援給付費の増などが

主な要因であります。

４目精神障害者福祉費の一つ丸、精神障害者地域生活支援に要する経費で福祉ホーム運

営費負担金２１万６，０００円は、砂川から市外にある福祉ホームに入居したためその運

営に係る１名分の費用負担経費であります。

５目老人福祉費の一つ丸、在宅老人対策に要する経費で緊急通報装置設置委託料１４万

２，０００円、緊急通報装置購入費５５万２，０００円は、保守耐用期間が経過している

機器の更新を計画的に１０台行い、在宅高齢者の緊急時の安全性を確保する経費でありま

す。

７目ふれあいセンター費のふれあいセンターの管理に要する経費で備品購入費２１万７，

０００円は、施設が長期間経過したことなどから実習室、栄養指導室の破損した網戸や消

火器の更新を行う経費であります。

次に、３２ページ、１目児童福祉費の二重丸、次世代育成支援地域行動計画策定に要す

る経費１６２万９，０００円は、次世代育成支援対策推進法に基づき、平成１６年度に次

世代を担う子供を育成する環境整備を行うため平成１７年度から２１年度までの前期５カ

年の計画を策定しましたが、今回平成２２年度以降の後期５カ年間の行動計画を作成する

ため次世代育成支援地域協議会設置、ニーズ把握調査委託実施、計画書印刷などの経費で

あります。

１目生活保護総務費の一つ丸、生活保護事務に要する経費で診療報酬明細書点検委託料

３９万９，０００円は、現在生活保護のレセプト点検は内部点検員が国保のレセプトとと

もに審査を行っているところですが、最近の医療の高度化などから審査に時間を要するこ

ともあり、幅広い情報の蓄積やより綿密な点検を行うため外部委託を行う経費であります。

４款衛生費は５億１，８１１万３，０００円で、昨年と比較して３３７万１，０００円

の減となります。

３目母子保健費の一つ丸、妊婦健診に要する経費で健診委託料１，０５６万２，０００

円は、国の２０年度追加補正で少子化対策の一環として安心、安全な出産を確保するため、

費用を心配せず必要な妊婦健診が受けられるよう財源措置を行うところでありますので、

砂川市においても妊婦健診の公費負担について現在の３回から１４回への拡充を図る経費

であります。

４目環境衛生費の一つ丸、砂川地区保健衛生組合負担金でごみ処理施設管理費分９０８

万７，０００円の減は、くるくるの管理等委託料が点検補助費の減などから砂川市負担分
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で減額となったことが主なものであります。

５目専用水道施設費の一つ丸、専用水道施設の管理に要する経費で使用料算定等事務委

託負担金３万６，０００円は、専用水道の使用料算定及び賦課徴収業務については現在中

空知広域水道企業団に業務を行ってもらっているところですが、前年度まではその使用件

数が少数であったことなどもあり、口座振替手数料及び検針委託料のみの委託経費を支払

っていたところですが、今回他の下水道使用料同様に賦課徴収に係る事務経費全般につい

ての負担をするものであります。

１目ごみ処理費の一つ丸、ごみ収集処理に要する経費で不法投棄清掃収集業務員報酬３

０万２，０００円は、不法投棄清掃収集業務につきましては現在職員を中心とし、嘱託職

員、委託業者で行っておりますが、特に４月の融雪期、１０月の廃棄物適正処理推進月間

には不法投棄物の回収や巡回パトロール実施回数の増、看板の設置、撤去作業などが重な

り、業務が繁忙となることから、この２カ月間について委託業務を廃止した中で嘱託職員

での対応を拡充し、迅速な対応、不法投棄対策の強化を図る経費であります。

５款労働費は１，２１５万２，０００円で、昨年と比較して１２１万１，０００円の増

となります。

１目労働諸費の一つ丸、シルバー人材センターに要する経費でシルバー人材センター運

営費補助金６００万円は、シルバー人材センターは昭和６０年より地域の高年齢者が就業

を通じて社会参加と生きがいのある生活が送れるよう設立したところですが、当時は国庫

補助金の該当要件についての規模や会員数の問題もあり、滝川市との広域体系で運営を行

ってきました。今回補助の要件が緩和されたことや砂川の独自性を発揮するため、発展的

に広域での運営を解消し、単独での運営を行うための看板の書きかえや新たな法人設立に

係る費用を含む経費であります。

６款農林費は８，３４５万５，０００円で、昨年と比較して５，１６５万８，０００円

の増となりますが、国営土地改良事業が平成２０年度で終了したことに伴う地元負担金を

一括返済することによる経費４，９２３万８，０００円の増が主な要因であります。

３目農業基盤整備事業費の一つ丸、農業農村整備に要する経費で国営土地改良事業負担

金４，９２３万８，０００円は、昭和５４年度から行っておりました空知中央地区の国営

かんがい排水事業が平成２０年度で終了したことに伴う地元負担金であり、本来は平成２

１年度以降利息も含め３７年度までで償還するものですが、関係市町村の総意のもと財源

的にメリットのある過疎債の借り入れも可能であることから、一括返済を行う経費であり

ます。

１目林業振興費の二重丸、美しい森林づくり基盤整備事業に要する経費２３１万１，０

００円は、国がＣＯ 削減を進める考えから昨年５月に森林の間伐等の実施の促進に関す２

る特別措置法を制定し、整備のおくれた森林機能の回復、向上を図ることから、砂川市で

も昨年１２月に平成２１年度から２４年度までの砂川市特定間伐等促進計画を策定し、間
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伐のおくれの解消を主とした事業を実施することにより森林機能の回復を図るものであり

ます。本事業は、国から２分の１の支援があることから、今年度は民間企業が実施する宮

城の沢地区の２１．８ヘクタールを除間伐する事業について国からの２分の１を支援する

経費であります。

７款商工費は１億２，５１０万５，０００円で、昨年と比較すると２，５２７万３，０

００円の増であります。

１目商工振興費の二重丸、企業振興促進補助金２，７０９万円は、昨年１２月に工業団

地内で民間企業が建設した施設等に対して砂川市企業振興促進条例に基づき用地取得分及

び施設建設分に対しての助成を行う経費であります。同じく、二重丸、中心市街地活性化

協議会補助金６７万５，０００円は、中心市街地活性化基本計画に登載しているソフト事

業の円滑な事業実施を図るため、既存事業をまとめた中で新たな事業も含め現在計画の進

捗管理、事業実施等について協議、検証を行っている砂川市中心市街地活性化協議会に対

して一括して事業実施を行うために補助する経費であります。今年度は、中心市街地回遊

事業、匠のものづくり学校事業、観光客誘致事業、コミュニティースペース事業、すなが

わスイートロード事業のソフト事業に対し補助するものであります。

次に、３３ページ、８款土木費は９億８，６６３万５０００円で、昨年と比較して１，

７９６万１，０００円の減となります。

２目道路橋梁維持費で二重丸、道路橋梁修繕工事費９０万円は、駄馬の沢川泥ため枡土

砂除去工事であります。同じく、一つ丸、除雪機械整備に要する経費２，９５２万９，０

００円は皆減であります。

３目道路橋梁新設改良費の二重丸、道路橋梁新設改良事業費２億２，３３７万１，００

０円は、記載のとおり道路改良舗装工事等１６路線のほか、測量委託１１路線であります。

１目市営住宅管理費の一つ丸、市営住宅の管理に要する経費で火災警報器設置業務委託

料２９０万円は、消防法の改正により住宅用火災警報器の設置が義務づけされたことから、

平成１９年度から３カ年で計画的に市営住宅に設置するもので、本年度で終了予定であり

ます。本年度は、市営、改良合わせて２７２戸７４３基で、３年間では１，２７０戸３，

５９１基を設置することになります。同じく、備品購入費８万３，０００円は、自主的に

団地内公園、緑地帯の草刈りを行う町内会等に対して刈り払い機等を貸与し、謝礼金を支

払うもので、刈り払い機購入経費を予算計上するものであります。実施団体は、今年度新

たに２団体予定し、全部で４団体での事業実施と考えております。同じく、一つ丸、改良

住宅の管理に要する経費で火災警報器設置業務委託料９２万円は、市営住宅管理に要する

経費と同じであります。同じく、宮川中央団地高齢改善工事費６７０万円は、西３条１号

棟から３号棟までの１階の住戸と共用部に手すりの設置及び段差解消などの工事を行うも

のであります。

２目住宅管理費の二重丸、ハートフル住まいる推進事業に要する経費２，１００万円は、
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地元企業による住宅建設奨励条例にかわる新たな住宅政策として平成１８年から２０年ま

での３カ年の措置でありましたが、定住促進とまちなか居住への誘導、良質な住宅ストッ

クの形成を図るため、引き続き２１年度から２３年度までの３カ年間期間延長とし、まち

なか居住区域を現行の８３ヘクタールから中心市街地活性化基本計画の区域である２０２

ヘクタールと拡大するもので、今年度は高齢者等安心住まいる住宅改修補助金８５万円、

永く住まいる住宅改修補助金４３３万３，０００円、まちなか住まいる等住宅促進補助金

１，５８１万７，０００円の３つの助成を実施するものであります。また、事業費の４５

％は地域住宅交付金として財源措置がされております。同じく、二重丸、優良建築物等整

備事業補助金６，４００万円は、市街地の環境整備及び良好な市街地住宅の供給等の促進

を図るため、国の補助事業であります優良建築物等整備事業制度要綱に基づく優良建築物

整備事業を活用し、施行する民間事業者へ支援を行うもので、本年１月に砂川市優良建築

物等整備事業補助要綱を策定したところであります。本年度は、砂川バスターミナル周辺

地区で民間施行者が既存のバスターミナル、隣接の駐車場を解体し、７階建ての複合施設

建設整備を行う予定であることから、事業実施により中心市街地の活性化、経済効果、雇

用の創出等が期待されるところでありますので、この事業に対する支援の経費を計上する

ものであります。支援した経費の半分、３，２００万円は国から補助金が交付されるもの

であります。

３目市営住宅建設費で二重丸、南吉野団地建設事業費２億１，３６３万円は、砂川市公

営住宅ストック総合活用計画に基づく南吉野団地の現地建てかえに伴う平成２０年度、２

１年度の継続事業分１棟１４戸及び平成２１年度、２２年度の継続事業分１棟１２戸の平

成２１年度実施分と１６戸の老朽住宅除去、設計委託、移転に伴う補償費などであります。

同じく、二重丸、石山団地建設事業費８，１８８万３，０００円は、同じく砂川市公営住

宅ストック総合活用計画に基づく石山団地の現地建てかえに伴う平成２１年度、２２年度

の継続事業分１棟１０戸の２１年度実施分の建設と３６戸の老朽住宅除去、移転に伴う補

償費などの経費であります。

９款消防費は３億８，０５９万４，０００円で、昨年と比較すると６２３万６，０００

円の増となります。

１目消防費の一つ丸、砂川地区広域消防組合負担金で消防ポンプ自動車整備分は、昨年

も予算計上し、北海道での補助枠が少なかったことなどから補助金がつかなかったところ

ですが、現行の消防自動車は２１年が経過し、ポンプ機能の低下や損傷が著しく、故障時

の部品の調達が困難であることから、今年度は補助金と遜色のない施設整備事業債、過疎

債を利用しながら更新するものであります。同じく、高度救急処置シミュレーター購入分

は、救急救命士の行う救急処置については気管挿管に加え薬剤投与も可能となったことか

ら、救急救命士の技術向上と同乗する一般救急隊員の高度化に対応するため高度救急処置

シミュレーター人形を購入し、現場処置から搬送までの一連の総合訓練を行うものであり
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ます。

１０款教育費は３億８，３０８万３，０００円で、昨年と比較すると２，２８１万円の

減となります。主な要因としましては、総合体育館の屋上防水改修事業２，０００万円の

減によるものであります。

２目事務局費の一つ丸、教育関係団体に要する経費で第五地区教科用図書採択協議会負

担金１万６，０００円は、平成２２年度から使用する中学校社会科の教科書について岩見

沢市、夕張市を除く空知管内市町で構成している採択協議会でどの教科書を採択するか調

査研究するための費用の砂川市負担分経費であります。

１目小学校管理費の一つ丸、学校の管理に要する経費で校舎内床ワックス塗布委託料７

１万９，０００円は、床の延命化や児童生徒のけが防止を図るため平成２０年度から各学

校を計画的に実施するものですが、今年度は砂川小学校を予定しております。同じく、備

品購入費１８９万２，０００円は、各小学校への経常的な備品購入費のほか老朽により故

障が頻繁な印刷機の購入及び有害虫の侵入防止や夏季の高温対策に必要な網戸の購入経費

であります。

２目小学校教育振興費の一つ丸、特別支援教育に要する経費で特別支援教育支援員報酬

３０５万９，０００円、費用弁償１万円は、近年発達障害などのある児童生徒の受け入れ

が増加する中、教師のマンパワーだけでは十分な支援が困難な状況となっていることから、

国では適切な支援を受けることができるように進めてきているところであります。砂川市

でも今年度から特別支援教育支援員を２名配置し、発達障害などのある児童生徒に対して

学校生活上の介助や学習活動上の支援を行うことから、支援員の報酬と校外行事の付き添

いに係る経費を計上するものであります。

１目中学校管理費の一つ丸、学校の管理に要する経費で砂川中学校音楽堂屋根修繕工事

費４９万６，０００円は、雨漏り防止のため塔屋部分を中心にコーキングを施す経費であ

ります。同じく、備品購入費１８０万３，０００円は、各中学校への経常的な備品購入費

のほか小学校同様印刷機及び網戸を購入する経費であります。

次に、３４ページ、１目社会教育費の二重丸、文化財保護に要する経費７万２，０００

円は、昨年４月に施行した砂川市文化財保護条例に基づき文化財の指定、保存及び活用に

ついての調査、審議をしてもらうための審議会開催に係る委員報酬と費用弁償であります。

同じく、一つ丸、青少年健全育成事業に要する経費で子どもセンター協議会補助金３０万

１，０００円は、砂川子どもセンター協議会が毎年農業体験や自然体験を実施し、たくま

しく生きる力を育てる目的で独自に財源を確保しながら事業実施を行ってきましたが、今

年度は財団法人自治総合センターのコミュニティー助成の対象事業として認められること

から、助成金が一たん市へ交付されることとなり、同額を協議会へ補助する予算を計上す

るものであります。同じく、二重丸、学校支援地域本部事業に要する経費３７万２，００

０円は、子供を取り巻く環境も大きく変化してきている現状において家庭や地域の教育力
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低下が指摘されている中、学校における役割が過度に求められている現状を踏まえ、地域

全体で学校教育を支援する体制づくりが必要であることから、学校と地域との連携体制の

構築を図るための実行委員会開催等の事務経費を計上するものであります。

２目公民館費の一つ丸、公民館の管理に要する経費で備品購入費１８２万４，０００円

は、昭和５６年開館以来使用している防災用の救助袋が経年劣化している現状であるので、

３階、４階の外にある救助袋各１カ所を取りかえるものです。また、有害虫の侵入防止や

夏季の高温対策として網戸の購入経費であります。

３目図書館費の一つ丸、図書館の運営管理に要する経費で蔵書検索サービス委託料１４

万２，０００円、器具借り上げ料２万１，０００円は、老朽化により既存の蔵書管理シス

テムを更新することに伴い、インターネットによる蔵書検索が可能なシステム構成となる

ことから、図書館利用者の利便性の向上を図るため実施する委託料及び蔵書点検用端末の

借り上げ経費を計上するものであります。

１目市民スポーツ推進費の二重丸、スポーツ振興事業運営費補助金９５９万９，０００

円は、財団法人生涯学習振興協会が本来の目的に沿った事業実施が困難な状況から平成２

０年度末をもって解散することとなり、社会体育の振興や運営管理を新たにＮＰＯ法人ゆ

うにゆだねることから、スポーツ振興事業や組織の運営費に補助を行う経費であります。

２目体育施設費の一つ丸、総合体育館の管理に要する経費で屋上防水改修工事費２，０

００万円は、前年度事業で皆減であります。

１１款公債費は２２億９，０２２万円で、昨年と比較して２億５，９２８万９，０００

円の減となりますが、１目元金の一つ丸、地方債償還元金で補償金免除借りかえ分の今年

度償還額が１億９，５２０万円となり、前年度と比較すると２億４，９４０万円の減であ

ります。これは、従来公的資金の繰上償還については補償金が必要とされておりましたが、

平成１９年度から２１年度までの３カ年の時限措置で実質公債費比率が１８％以上で、行

政改革により補償金を上回る改善策を盛り込んだ財政健全化計画を作成した団体について

利率５％以上の公的資金の繰上償還が認められ、その際の補償金が免除されることとなり、

現在の利率の安い民間資金に借りかえることにより利息の軽減を図られるものであります。

２目利子の一つ丸、地方債償還利子は３億２，４５４万３，０００円で、昨年度と比較

すると６，１１７万７，０００円の減となりますが、これは先ほどの高利率の起債の借り

かえの実施や計画的な起債借入額抑制、繰上償還の実施によるものであります。以上が昨

年度と比較しての主な要因であります。

１２款諸支出金は２２億７，６４０万５，０００円で、昨年と比較して２，１７４万２，

０００円の減となります。増減については記載のとおりでありますが、３目病院会計繰出

金６億２，００５万３，０００円は、看護学校分の交付税単価が減額となったことなどか

ら、その分の繰り出し額が減ったものであります。

４目老人医療会計繰出金２２万円は、平成２０年度より後期高齢者医療制度に移行した
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ため、今年度は過誤請求等に係る経費に対する繰出金のみであります。

５目介護保険会計繰出金２億３１８万９，０００円は、施設介護サービスや居宅介護サ

ービスなどの給付費がふえていることからの繰出金増であります。

６目後期高齢者医療会計繰出金２億７，２２０万５，０００円は、医療給付費が伸びた

ことによる繰出金増であります。

１３款職員費は１４億９５０万７，０００円で、昨年と比較すると７６２万７，０００

円の増となりますが、これは給料、手当等については引き続き独自削減を行うところです

が、共済費のうち退職手当組合納付金について３年ごとの精算納付負担額を軽減し、毎年

の負担を平準化することから、普通事前納付額の毎月の負担をそれぞれ１０００分の２０

引き上げることによる増であります。

以上が歳出であります。

次に、歳入について申し述べ、歳出について申し上げますが、戻っていただき、２７ペ

ージをごらんいただきたいと存じます。主なもののみ説明してまいりたいと存じます。

１款市税は２１億１，８９１万７，０００円で、昨年と比較して８，５８２万２，００

０円の減となります。世界的な経済金融危機による景気後退の影響から法人市民税が特に

大企業の減収の影響が大きいことから３，３３９万８，０００円の減となり、また固定資

産税が３年ごとの評価替えの年に当たり、評価額が減少することなどから２，７１４万５，

０００円の減となったことが主な要因であります。

６款地方消費税交付金１億９，６３７万４，０００円は、昨年と比較して２，６０７万

９，０００円の減となりますが、最近の景気の後退から消費の冷え込みも予想されること

などから、交付額を減額見込みとしたところであります。

２８ページ、１０款地方交付税は４１億１，０００万円で、昨年と比較して２，０００

万円の増となりますが、これは国の地方財政計画で国税収入が大幅に減る中、財源不足を

確保するため別枠で生活防衛のための緊急対策を踏まえ、１兆円を増額したことなどから

総額が確保されたことや市税収入が落ち込んでいることからの基準財政収入額の減から普

通交付税の交付額を２，０００円増と見込んだところであります。

２９ページ、１４款国庫支出金９億４，１１２万６，０００円は、昨年と比較して９，

８８７万３，０００円の増となりますが、主なものとしましては１目民生費国庫負担金１

億７９８万９，０００円の増は、生活保護費の医療扶助対象者の増及び単価の増による８，

６６２万円増であります。同じく、１目土木費国庫補助金１，０７９万６，０００円の減

は、道路特定目的財源の一般財源化に伴い、従前の緊急地方道路整備事業が廃止されまし

たが、それを拡充した地域活力基盤創造交付金事業の北６号線改良舗装の事業量が減とな

ったことから減額となったものであり、また中心市街地の環境整備に向けた事業として実

施する優良建築物等整備事業費３，２００万円の増が主なものであります。

１６款財産収入４，７５２万５，０００円は、昨年と比較して３，２１０万７，０００
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円の増となりますが、３目出捐償還金２，９５５万９，０００円の皆増は、平成１０年に

設立しました財団法人生涯学習振興協会が解散することから、精算諸経費等を除いた分が

戻ってくることが主な要因であります。

３０ページ、１８款繰入金２，６０５万９，０００円は、昨年と比較して８７４万９，

０００円の減となりますが、今年度におきましても地方交付税、臨時財政対策債の増や公

債費の減などから財政調整基金は昨年度と比べますと１４７万５，０００円繰り入れがふ

えましたが、２１６万７，０００円の最小限の繰り入れで済んだところであります。

２１款市債９億４，２７０万円は、昨年と比較すると８，１１０万円の減となりますが、

２目過疎対策事業債が国営土地改良事業の一括返済などにより６，２３０万円の増、３目

臨時財政対策債が地方の財政対策として確保され、前年度より５５．３％、１億１，６８

０万円増のほか、４目借換債が２億４，９４０万円の減となったことが主な要因でありま

す。

以上が歳入でありますが、予算書の１９４ページ以降には給与費明細書、継続費に関す

る調書、債務負担行為に関する調書、地方債に関する調書を添付してございますので、ご

高覧の上、よろしくご審議いただきますようお願いを申し上げます。

訂正をお願いいたします。２８ページの普通交付税の交付額２，０００万円の増を２，

０００円の増と間違えましたので、ご訂正をお願いいたします。

〇議長 北谷文夫君 議案第９号から１４号までの提案説明は午後１時から行います。

午後１時まで休憩いたします。

休憩 午後 ０時０８分

再開 午後 １時００分

〇議長 北谷文夫君 休憩中の会議を再開します。

午前中に引き続いて理事者の提案説明を求めます。

市民部長。

〇市民部長 井上克也君 （登壇） 私から議案第９号、１１号、１２号、１３号の４議

案についてご説明申し上げます。

初めに、議案第９号 平成２１年度砂川市国民健康保険特別会計予算についてご説明申

し上げます。

２０９ページをお開き願います。第１条は、歳入歳出予算であり、歳入歳出予算の総額

は歳入歳出それぞれ２５億３，８８６万２，０００円と定めるものであります。

第２条は、一時借入金であり、一時借入金の借り入れの最高額は３億円と定めるもので

あります。

第３条は、歳出予算の流用であり、保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じ

た場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用をすることができると定める

ものであります。
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それでは、歳出からご説明申し上げます。２４４ページをお開き願います。１款総務費、

１項１目一般管理費で対前年比１９万９，０００円の増は、主に国保事業共同電算化に要

する経費の電算事務等委託料の増であります。

２４６ページをお開き願います。２目運営協議会費は、前年度と同額であります。

２項１目賦課徴収費で対前年比５万円の減は、主に賦課徴収事務に要する経費の需用費

の減であります。

３項１目特別対策事業費で対前年比９７万５，０００円の増は、主に医療費適正化対策

に要する経費で、賃金及び電算業務委託料の増のほか生活習慣病予防検診分析システムと

しての備品購入費の増によるものであります。

２５０ページをお開き願います。２款保険給付費、１項１目一般被保険者療養給付費で

対前年比５，７００万円の増となりますが、制度改正により平成２０年度に退職被保険者

該当年齢が７４歳までから６４歳までに改正されたことに伴い、退職被保険者から一般被

保険者に移行となった療養給付費について平成２０年度予算は１１カ月分であり、平成２

１年度においては１２カ月分で積算しており、さらに２％の医療費増を見込んだことによ

るものであります。

２目退職被保険者等療養給付費で対前年比１億１，０００万円の減は、平成２１年度に

おいては新制度による１２カ月分の積算を行い、さらに２％の医療費増を見込んでおりま

すが、平成２０年度が６５歳から７４歳までの退職被保険者の療養給付費１カ月分を計上

していたことによるものであります。

３目一般被保険者療養費は前年度と同額であり、４目退職被保険者等療養費で４０万円

の減、５目審査手数料で１４万６，０００円の増をそれぞれ見込んでおります。

２項１目一般被保険者高額療養費で対前年比３，９００万円の増、２５２ページの２目

退職被保険者等高額療養費で２００万円の増は、制度改正及び件数の増加によるものであ

ります。

３目一般被保険者高額介護合算療養費で５０万円の増、４目退職被保険者等高額介護合

算療養費で１０万円の減は、実質的な療養費の支給は本年度からであり、それぞれの被保

険者数から見込んだものであります。

３項移送費については、前年度と同額であります。

４項１目出産育児一時金で２２０万円の増は、件数で５件の増を見込んだものでありま

す。

５項１目葬祭費については、前年度と同額であります。

２５４ページをお開き願います。３款後期高齢者支援金等、１項１目後期高齢者支援金

で対前年比２，５３９万５，０００円の増は、前年度は１１カ月分の支援金でありました

が、平成２１年度は１２カ月分の支援金となり、加えて後期高齢者の医療費の増加による

増であります。
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２目後期高齢者関係事務費拠出金については、１，０００円の減であります。

２５６ページをお開き願います。４款前期高齢者納付金等、１項１目前期高齢者納付金

で対前年比２３万６，０００円の増は、前年度は１１カ月分の納付金でありましたが、平

成２１年度は１２カ月分の納付金となることによる増であります。

２目前期高齢者関係事務費拠出金については、１，０００円の減であります。

２５８ページをお開き願います。５款老人保健拠出金、１項１目老人保健医療費拠出金

で対前年比４，７４８万５，０００円の減、２目老人保健事務費拠出金で６０万２，００

０円の減は、本年度の拠出金はありませんが、前々年度精算分のみの拠出となるものであ

ります。

２６０ページをお開き願います。６款介護納付金、１項１目介護納付金で対前年比１，

２９５万８，０００円の減は、２号被保険者の減少等によるものであります。

２６２ページをお開き願います。７款共同事業拠出金で対前年比１，８００万円の増は、

制度改正により前年度が新制度対象期間が８カ月、旧制度対象期間が４カ月の計上であり

ましたが、平成２１年度は新制度対象期間１２カ月となり、１項１目高額療養費共同事業

医療費拠出金で８００万円の増、３目保険財政共同安定化事業医療費拠出金で１，０００

万円の増を見込んだものであります。

２６４ページをお開き願います。８款保健事業費、１項１目特定健康診査等事業費で６

５万５，０００円の増は、主に栄養士報酬及び共済費の計上によるものであります。

２項１目疾病予防費で対前年比１１０万８，０００円の減は、主にがん検診負担金の減

とその他の経費で医療費通知対象世帯の減少による通信運搬費の減であります。

２６８ページをお開き願います。９款基金積立金、２７０ページの１０款公債費、２７

２ページの１１款諸支出金については、特に申し上げることはございません。

２７４ページをお開き願います。１２款前年度繰り上げ充用金、１項１目前年度繰り上

げ充用金で対前年比１，５９１万４，０００円の増は、平成２０年度の収支不足を３，６

２３万円と見込んだことによるものであります。

２７６ページの１３款予備費については、特に申し上げることはございません。

以上が歳出でありますが、歳入につきましては２１５ページ、総括でご説明させていた

だきます。１款国民健康保険税は３億６，９９２万９，０００円で、これは主に国民健康

保険被保険者の所得が総体的に減少傾向にあることから、対前年比５，２９２万７，００

０円の減と見込んだものであります。

２款国庫支出金は５億９，１０９万２，０００円で、対前年比２，３２５万５，０００

円の増は主に財政調整交付金の増を見込んだものであります。

３款療養給付費等交付金は１億２，６００万１，０００円で、対前年比１億２４９万７，

０００円の減は制度改正により退職被保険者が大幅に減少しており、前年度においては新

制度で１１カ月分、旧制度で１カ月分の積算でありましたが、平成２１年度においては新
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制度で１２カ月分の積算基礎となりますので、大幅な減となっております。

４款前期高齢者交付金は７億７，２００万円で、対前年比４，６００万円の増は制度改

正による精算対象が前年度より１カ月分多い１２カ月分で精算していることによるもので

あります。

５款道支出金は８，７７９万１，０００円で、対前年比２５８万４，０００円の増は主

に高額医療費共同事業負担金で、前年度は制度改正による新制度対象期間が８カ月、旧制

度対象期間が４カ月でありましたが、平成２１年度は１２カ月が新制度対象期間となるこ

とによる増であります。

６款財産収入については、特に申し上げることはございません。

７款共同事業交付金は３億６，４００万円で、対前年比４，０００万円の増は、５款道

支出金の高額医療費共同事業負担金でご説明いたしましたとおり、保険財政共同安定化事

業交付金につきましても平成２１年度は１２カ月分が新制度対象期間となることによる増

であります。

８款繰入金は１億６，８６７万６，０００円で、対前年比７３３万９，０００円の減は

負担ルール分で一般会計繰入金が減となるもので、主に保険基盤安定分及び財政安定化支

援事業分の減によるものであります。

９款繰越金については、特に申し上げることはございません。

１０款諸収入は５，９３７万円で、対前年比４，０３３万９，０００円の増は、主に平

成２１年度の財源として見込むことのできない雑入の増によるものであります。なお、平

成２２年度予算からの繰り上げ充用金での補てん額は５，５８６万５，０００円を見込ん

でいるところであります。

以上が歳入でありますが、予算書の２７８ページ以降には給与費明細に係る調書を添付

しておりますので、ご高覧の上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

続いて、議案第１１号 平成２１年度砂川市老人医療事業特別会計予算についてご説明

申し上げます。

３２９ページをお開き願います。第１条は、歳入歳出予算であり、歳入歳出予算の総額

は、歳入歳出それぞれ１７０万６，０００円と定めるものであります。

初めに、昨年４月から後期高齢者医療制度が創設されたことに伴い、老人保健制度が後

期高齢者医療制度に移行したことにより、老人医療事業特別会計の平成２１年度予算は平

成２０年３月診療分以前の精算請求分及び過誤調整分等の予算となります。このことから

平成２１年度歳入歳出予算の総額は、前年度予算と比較して２億３，７８１万円の大幅な

減となっております。

それでは、歳出からご説明申し上げます。３４８ページをお開き願います。１款総務費

で前年度比５６万７，０００円の減は、電算業務等委託料及びその他の経費の減によるも

のであります。
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３５０ページの２款医療諸費で前年度比２億３，７２４万３，０００円の減は、前年度

以前分の精算請求分及び過誤調整分等のみの計上による減であります。

３５２ページの３款公債費、３５４ページの４款諸支出金については、特に申し上げる

ことはございません。

以上が歳出でありますが、歳入につきましては３３３ページ、総括でご説明させていた

だきます。１款支払基金交付金は８２万円４，０００円で前年度比１億２，１４３万２，

０００円の減、２款国庫支出金は５２万６，０００円で前年度比７，７１９万６，０００

円の減、３款道支出金は１３万１，０００円で前年度比１，９２９万９，０００円の減、

４款繰入金は２２万円で前年度比１，９８８万３，０００円の減は、いずれも保険者負担

額の減等によるものであります。

５款繰越金１，０００円及び６款諸収入４，０００円は、前年度予算額と同額でありま

す。

以上、よろしくご審議賜りますようお願いを申し上げます。

続いて、議案第１２号 平成２１年度砂川市介護保険特別会計予算についてご説明申し

上げます。

予算書の３５７ページをお開き願います。第１条は、歳入歳出予算であり、歳入歳出予

算の総額は、歳入歳出それぞれ１５億２，９１０万２，０００円と定めるものであります。

第２条は、一時借入金で、一時借入金の借り入れの最高額は１億円と定めるものであり

ます。

第３条は、歳出予算の流用であり、保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じ

た場合における同一款内でのこれらの諸経費の各項の間の流用をすることができると定め

るものであります。

それでは、歳出からご説明申し上げます。３８４ページをお開き願います。１款総務費、

１項１目一般管理費で対前年比４６万８，０００円の増は、主に一般管理事務に要する経

費のうち、その他の経費として介護従事者処遇改善臨時特例交付金による保険料軽減措置

の周知に要する印刷製本費の増によるものであります。

２項１目賦課徴収費で１万８，０００円の増は、納入通知書印刷に係る印刷製本費の増

によるものであります。

３８６ページ、３項介護認定審査会費で２０万１，０００円の減は、主に２目認定調査

費で主治医意見書手数料及び調査委託料の減によるものであります。

３８８ページをお開き願います。２款保険給付費、１項介護サービス等諸費で対前年度

比１億７，４０６万３，０００円の増は、主に１目居宅介護サービス給付費で５，８２２

万５，０００円の増、２目地域密着型介護サービス給付費で３，２４２万８，０００円の

増、３目施設介護サービス給付費で８，１１６万８，０００円の増、３９０ページ、６目

居宅介護サービス計画給付費で２１０万７，０００円の増によるものであります。
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２項介護予防サービス等諸費で対前年度比２５９万４，０００円の減は、主に１目介護

予防サービス給付費の減によるものであります。

３９２ページ、３項高額介護サービス等費で対前年比４４４万２，０００円の増は、主

に１目高額介護サービス費の増によるものであります。

３９４ページ、４款高額医療合算介護サービス等費は、医療保険と介護保険の自己負担

の合算額が高額になる場合に被保険者の負担軽減を図る高額医療高額介護合算制度に伴い

５６万５，０００円を計上するものであります。

３９６ページ、５項特定入所者介護サービス等費で対前年比４８０万円の増は、１目特

定入所者介護サービス費の増によるものであります。

３９８ページをお開き願います。３款基金積立金で１，４７０万８，０００円の増は、

平成２１年度の剰余金を介護給付費準備基金に積み立てるものであります。

４００ページをお開き願います。４款地域支援事業費、１項介護予防事業費で６０万６，

０００円の増は、１目介護予防特定高齢者施策事業費で３３万１，０００円の増、２目介

護予防一般高齢者施策事業費で２７万５，０００円の増によるものであります。

４０２ページ、２項包括的支援事業・任意事業費で４１９万６，０００円の増は、１目

包括的支援事業費で包括的支援事業費に要する経費として地域包括センター業務委託料の

増と２目任意事業費で任意事業費に要する経費のうち主に４０５ページの高齢者在宅ホー

ムヘルパー派遣事業委託料の増によるものであります。

４０６ページをお開き願います。５款公債費で１３３万４，０００円の増は、２項財政

安定化基金償還金で平成２０年度に借り入れる北海道介護保険財政安定化基金への平成２

１年度分の償還によるものであります。

４０８ページをお開き願います。６款諸支出金１万５，０００円の減は、１項１目で過

年度過誤納還付金の減によるものであります。

以上が歳出でありますが、歳入につきましては３６３ページ、総括でご説明申し上げま

す。１款保険料で対前年比６，９８６万２，０００円の増は、第１号被保険者保険料の改

正及び被保険者の増によるものであります。

２款分担金及び負担金で１０４万３，０００円の減は、地域支援事業の自己負担収入の

減によるものであります。

３款国庫支出金で４，１５７万８，０００円の増は、介護給付費負担金、調整交付金、

包括的支援任意事業費交付金の増が主なものであります。

４款支払基金交付金で４，１７４万６，０００円の増、５款道支出金で２，９６９万円

の増は、いずれも介護給付費、地域支援事業費の増に伴う負担ルール分の増によるもので

あります。

６款財産収入で１９万１，０００円の減は、介護給付費準備基金運用利子の減によるも

のであります。
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７款繰入金で１，９６５万５，０００円の増は、基金繰入金では減となるものの主に介

護給付費繰入金の一般会計繰入金の増によるものであります。

８款繰越金、９款諸収入につきましては、前年度と同額であります。

以上が歳入でありますが、予算書の４１２ページ、４１３ページには給与費明細書、４

１４ページ、４１５ページには地方債に関する調書を添付しておりますので、ご高覧の上、

よろしくご審議賜りますようお願いを申し上げます。

続いて、議案第１３号 平成２１年度砂川市後期高齢者医療特別会計予算についてご説

明申し上げます。

４１７ページをお開き願います。第１条は、歳入歳出予算であり、歳入歳出予算の総額

は、歳入歳出それぞれ４億７，１１３万５，０００円と定めるものであります。

それでは、歳出からご説明申し上げます。４３４ページをお開き願います。１款総務費、

１項１目一般管理費で前年度比４３万８，０００円の増は、主に被保険者等封入封緘委託

料の増及びその他の経費の通信運搬費の増であります。

２項１目徴収費で前年度比９万４，０００円の減は、８．５割軽減該当者に対する周知

に係る事業費及び役務費で増となるものの、前年度に計上した保守点検委託料の減による

ものであります。

４３６ページをお開き願います。２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項１目後期高

齢者医療広域連合納付金で２，４８７万２，０００円の増は、平成２０年４月から後期高

齢者医療制度が創設されたことにより、前年度の対象期間が１１カ月でありましたが、平

成２１年度は新制度対象期間が１２カ月となることによるものであり、特に療養給付費分

負担金の増であります。

４３８ページをお開き願います。３款保健事業費、１項１目健康保持増進事業費で１万

２，０００円の増となりますが、後期高齢者健康診査委託料の増によるものであります。

４４０ページをお開き願います。４款諸支出金２０万３，０００円は、過年度過誤納還

付金の計上によるものであります。

４４２ページの５款予備費については、特に申し上げることはございません。

以上が歳出でありますが、歳入につきましては４２１ページ、総括でご説明させていた

だきます。１款後期高齢者医療保険料は１億９，７２６万９，０００円で、前年度比６３

２万６，０００円の減となりますが、保険料軽減額の増加が主な要因であります。

２款後期高齢者医療広域連合支出金８万７，０００円は、８．５割軽減該当者に対する

周知に係る経費分としての高齢者医療制度円滑運営臨時特例交付金であります。

３款繰入金は２億７，２２０万５，０００円で、前年度比３，１１７万２，０００円の

増となりますが、保険料軽減分に係る保険基盤安定分及び療養給付費分の増が主な要因で

あります。

５款諸収入は１５７万３，０００円で、前年度比４９万７，０００円の増となりますが、
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主に広域連合から受託する健康診査に係る受託事業収入の増が主な要因であります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 北谷文夫君 建設部長。

〇建設部長 西野孝行君 （登壇） 議案第１０号 平成２１年度砂川市下水道事業特別

会計予算についてご説明申し上げます。

予算書の２８７ページをお開き願います。第１条は、歳入歳出予算であり、歳入歳出予

算の総額は、歳入歳出それぞれ１６億８，５６７万円と定めるものであります。

第２条は、地方債であり、２９０ページ、第２表、地方債に記載のとおり限度額を９億

８，０５０万円と定めるものであります。

第３条は、一時借入金であり、一時借入金の借り入れ最高額を３億円と定めるものであ

ります。

予算の主な内容につきましては、３０８ページの歳出から前年度との比較でご説明いた

します。１款下水道費、１項下水道整備費、１目一般管理費で６３万１，０００円の減は、

２７節公課費で使用量の減少に伴う消費税納付額の減が主なものであります。

２目維持管理費で３５９万５，０００円の増は、３１１ページ、１９節負担金補助及び

交付金で、中空知広域水道企業団への下水道使用料算定等事務委託負担金について水道料

金システムが統一され、料金算定及び賦課徴収業務を企業団営業課に集約したことに伴う

対象経費の増加による４３３万１，０００円の増と汚水排水量の減少による流域下水道組

合負担金９６万４，０００円の減が主なものであります。

３１２ページ、４目公共下水道整備事業費９６２万２，０００円の増は、１５節工事請

負費８５８万円の増、２２節補償補てん及び賠償金で工事に伴う水道管移設補償費として

３２万円の増及び人件費７２万７，０００円の増が主なものであります。本年度事業につ

きまして３１３ページ説明欄に記載のとおり、補助事業として汚水管工事２本と雨水管工

事２本、合計延長２１８メートル、単独事業として北海道が施行する石山川河川改修に伴

う汚水管渠切り回し工事１本、延長３８メートルを予定しております。

５目流域下水道整備事業費８６７万８，０００円の増は、北海道が施行する流域下水道

の更新事業費がふえたことによる工事負担金の増が主なものであります。

３１４ページ、２款個別排水処理事業費、１項１目個別排水処理事業費１０万９，００

０円の増は、１款下水道費、１項２目維持管理費でご説明いたしました理由により、１９

節負担金補助及び交付金で中空知広域水道企業団への個別排水処理施設使用料算定等事務

委託負担金について７万７，０００円の増となったことが主なものであります。

３１６ページ、３款公債費３億５，８２５万２，０００円の増は、平成２１年度の補償

金免除繰上償還に伴い、１目元金で３億８，０５９万２，０００円の増と２目利子で２，

２３４万円の減によるものであります。

続きまして、歳入につきましては２９１ページの総括でご説明いたします。１款分担金
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及び負担金７０３万６，０００円の減は、下水道整備区域の減少に伴い現年賦課分の下水

道受益者負担金が減となるものが主なものであります。

２款使用料及び手数料１，２８１万１，０００円の減は、下水道使用料現年度分につい

て近年の人口漸減状況や景気低迷などによる節約、節水意識の高まりなどにより汚水排出

量の伸びが見られず、平成２０年度決算見込みと同額と見込んだことによる減が主なもの

であります。

３款国庫支出金については、公共下水道整備の補助対象事業費が前年と同額であり、増

減はありません。

４款繰入金は、下水道事業特別会計の収支調整のための一般会計からの繰り入れであり、

４２７万６，０００円の減は下水道事業及び個別排水処理事業の収支不足調整額の減によ

るものであります。

６款諸収入２９４万８，０００円の増は、中空知広域水道企業団から砂川市への事務負

担金について２４７万円の減となりますが、石山川河川改修に伴う汚水管渠切り回し工事

について北海道からの補償金が５４０万円皆増となることが主なものであります。

７款市債４億８００万円、失礼いたしました、４億８０万円の増は、資本費平準化債１，

５８０万円が増になること、流域下水道整備事業費がふえたことによる流域下水道整備事

業債９３０万円が増となること、補償金免除繰上償還を行うことによる借換債が３億７，

２１０万円が増となることが主なものであります。

なお、３２０ページ以降は関連調書を添付しておりますので、ご高覧をいただき、よろ

しくご審議を賜りますようお願いいたします。

〇議長 北谷文夫君 市立病院事務局長。

〇市立病院事務局長 小俣憲治君 （登壇） 議案第１４号 平成２１年度砂川市病院事

業会計予算につきましてご説明申し上げます。

初めに、１ページをごらんください。第２条は、本年度の業務の予定量を（１）、病床

数５２１床、（２）、年間患者数は入院を１４万１，７３０人、外来を２５万４，５９１

人とし、（３）、１日平均患者数では入院を３８８人、外来を１，０４８人と予定したと

ころであります。（４）、主要な建設改良事業は、１、改築事業及び２、医療機械器具整

備事業を実施するものであります。

第３条は、収益的収入及び支出でありますが、病院事業収益及び費用をそれぞれ９９億

６，０４９万７，０００円と定めるものであります。

２ページをお開きください。第４条は、資本的収入及び支出でありますが、資本的収入

は４５億７，９２７万８，０００円、資本的支出は４９億７，３２０万７，０００円と定

めるものであります。

第５条は、企業債でありますが、改築事業として３９億６，１８０万円、医療機械器具

整備事業として８，８８０万円、総額４０億５，０６０万円に限度額を定めるものであり
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ます。起債の方法、利率、償還の方法は、それぞれ記載のとおりであります。

第６条は、一時借入金の限度額を３億円と定めるものであります。

第７条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費を（１）、職員給与費

で５６億１２２万３，０００円、（２）、公債費で２５０万円と定めるものであります。

第８条は、棚卸資産の購入限度額を１６億４，６１２万１，０００円と定めるものであ

ります。

４ページをお開きください。次に、主な内容のご説明を申し上げます。収益的収入であ

りますが、１項医業収益は９３億１３３万８，０００円で、前年度より８億３，６９９万

９，０００円、８．３％の減であります。この主な内容といたしましては、１目入院収益

で前年度より９，５０９万１，０００円増の６７億３５６万円で、１人当たりの診療単価

は前年度より２，８１３円増の４，７２９、失礼しました、４万７，２９８円を予定した

ものであります。

２目外来収益は、前年度より９億５，４３５万５，０００円減の２４億４，３８１万９，

０００円で、１人当たりの診療単価では前年度より３，４８６円減の９，５９９円を予定

したものであります。

３目その他医業収益は１億５，３９５万９，０００円で、前年度より２，２２６万５，

０００円の増を予定したものであります。

次に、２項医業外収益でありますが、５億６，０１０万９，０００円で、前年度より４

万８，０００円の減であります。内容としましては、１目受取利息配当金が４４４万円で

工事請負費の前払い金等に伴い預金の種類、預金期間を変更したことにより前年度より２

７４万１，０００円の減。

２目補助金が４，６１３万８，０００円で、臨床研修費補助金において補助内容等の変

更により前年度より８８５万５，０００円の増。

３目負担金交付金が４億２，４５８万１，０００円で、市からの繰入金であり、前年度

より１０７万７，０００円の増。

６ページをお開きください。４目その他医業外収益が８，４９５万円で、主に研究受託

料の減により前年度より７２３万９，０００円の減と予定したものであります。

３項看護専門学校収益は９，８７５万円で、主に負担金交付金で交付税算定基準額の減

により前年度より１，９７７万６，０００円の減を予定したものであります。

４項特別利益は、３０万円を予定したものであります。

次に、８ページをお開きください。収益的支出についてでありますが、１項医業費用は

９８億１６２万５，０００円で、前年度より８億４，５９０万９，０００円、７．９％の

減であります。主な内容としましては、１目給与費が５４億６，６０２万２，０００円で、

医師、看護師等の増員に伴い前年度より２億２，１７８万５，０００円の増。

２目材料費が２６億９，００６万円で、外来の全面院外処方による薬品費並びに診療材
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料費の減により前年度より１０億２８２万８，０００円の減。

１０ページをお開きください。３目経費は１１億５，７３８万２，０００円で、前年度

より５，２６７万７，０００円の減であります。これは、５節消耗品費では文房具、消耗

品等の縮減、８節燃料費では重油単価の減、次に１３ページにまいりまして、１５節委託

料では管理業務保守点検業務などの見直しなどによるものであります。

４目減価償却費は４億３，７８６万２，０００円で、前年度より１，０２５万６，００

０円の減であります。

１４ページをお開きいただきたいと存じます。６目研究研修費は５，０２９万８，００

０円で、道内、道外研修に係る旅費などについて出金したもので、前年度より１９３万３，

０００円の減を予定したものであります。

２項医業外費用は４，６３４万７，０００円で、主なものは企業債利息の減であり、前

年度より８７３万３，０００円の減を予定したものであります。

３項看護専門学校費用は１億６７５万７，０００円で、前年度より２４５万円の減で、

これは１６ページにまいりまして２目経費で前年度と比較して３節旅費交通費で教員要請

に係る旅費の減、１１節修繕費で建物用の改修工事費の減が主なものであります。

１８ページをお開きください。４項特別損失は５７６万８，０００円で、２目不納欠損

で増となったものであり、前年度より２６万９，０００円の増を予定したものであります。

２０ページをお開きください。次に、資本的収入でありますが、４５億７，９２７万８，

０００円で、前年度より２８億５，２６７万９，０００円の増であります。内容といたし

まして、１項企業債は４０億２，４００万円で改築事業に係る借り入れ予定額が３９億３，

５２０万円、医療機器購入に係る借り入れ予定額が８，８８０万円により前年度より２６

億１，６００万円の増を予定したものであります。

２項投資償還金、１目長期貸付金償還金は８０３万３，０００円で、看護学生の学資貸

与金の償還期間延長により前年度より３０９万２，０００円の減を予定したものでありま

す。

３項補助金、１目国庫補助金は４億２，１９７万８，０００円で、暮らし・にぎわい再

生事業補助金が２億８，６４６万２，０００円、住宅建築物耐震改修等事業補助金が１億

３，５５１万６，０００円により前年度より２億５，６８８万１，０００円の増を予定し

たものであります。

４項出資金、１目一般会計出資金は１億２，５２６万６，０００円で、国からの交付税

算入に基づいた市からの繰入金で、繰り入れ基準である企業債元金償還金の減により前年

度より１，７１１万円の減を予定したものであります。

２２ページをお開きいただきたいと存じます。資本的支出は４９億７，３２０万７，０

００円で、前年度より２６億５，７６２万８，０００円の増であります。

１項建設改良費、１目改築事業費、１節建設費は４３億５，４４５万８，０００円で、
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平成２０年度でご承認いただきました継続費に関する調書の平成２１年度年割り額分であ

り、２節事務費は６，１２２万７，０００円で改築に係る職員給与費及び経費であり、前

年度より２８億３，２５４万１，０００円の増を予定したものであります。

２目資産購入費は９，８３３万３，０００円で、生体情報モニターなど２２件の医療機

器等の整備を図るものであり、前年度より７，６１１万３，０００円の減を予定したもの

であります。

４目建設利息は７７９万７，０００円で、改築事業に係る企業債借り入れ利息でありま

す。前年度より６６５万２，０００円の増を予定したものであります。

２項企業債償還金、１目元金償還金は４億３，９５２万４，０００円で、前年度より５，

５６０万４，０００円の減を予定したものであります。

３項投資、１目長期貸付金は１，１８６万８，０００円で、看護学生への学資貸付金が

前年度より２名増になりまして、前年度より５５万２，０００円の増を予定したものであ

ります。

２４ページ以降は、財務諸表など予算に関連する資料であります。ご高覧をいただきま

して、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 北谷文夫君 以上で各議案の提案説明を終わります。

◎休会の件について

〇議長 北谷文夫君 ここでお諮りします。

３月１３日は、議案調査等のため本会議を休会したいと思います。このことにご異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、３月１３日は休会することに決定いたしました。

◎散会宣告

〇議長 北谷文夫君 以上で本日の日程はすべて終了しました。

本日はこれで散会いたします。

散会 午後 １時４２分


